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4月2日オープン

肱川町交流促進センター鹿野川荘

令月号の主な内容
＝町 報＝ ＝農林だより＝

層肱川町交流促進セソター鹿野川荘 湯共済仕組改訂の概要・ 10 
4月 2日オープソ 2 

浸タケノコ・ 山菜を出荷しよう ・11
漫風博通信 ．． .. . 2 

層肱川町消防出初式 3 層木材・椎茸市況・ 12 

0年金だより 4 ＝公民館報＝
奎農業委員会だより 5 

唖第 5回英語スピーチコ‘ノテス ト
蒼鹿野川しゃくなげまつりのご案内 6 

・14 

0応急手当を身につけよう 6 漫町誌編さん本格的に 15 

④社協知だより
， ~AS UKA青年団だより ・・ 17 

層おらせ ・18 

発行／毎月 20日1回・全戸配布

〔―-心1es)

町民のうごき

人口 3,275人 (-6)

男 1,5 8 5人 (-2)

女 1,690人 (-4)

世帯数 999職 (-4)

（平成 9年2月28日現在）



@。⑮。悠l 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 醐 躙 (2) 

,_,,,,,;、

し一 利 "I 料

ー

金

宿泊料金（お一人様の料金です）

表

使用人数 和 室 和室特別室 洋室シングル 洋室ツィン 洋室特別空 和室l2僻 和室25畳

1人使用 8,000r1 12.0001•1 6,000,, 8,000，し12,0001' 4名以上 10名以上

2人使用 6,000円 8,000円 6,000ド 8,0001• 4,0001'1 3,500円

3人使用 5,0001'1 7,0001'1 

4人使用 4,500P! 6,0001'1 

チェ別ッ料ク金イン設午定後し3て1h¥し チェり間ッがクあアりウまトす。午前I0時 ※小学生以上は使用人数に含めます。
※特 を ＼る期

2
 

お食事料

宿泊割夕食 3,200円

※この他一品料理、特別（宴会）料理承ります。事前予約

をお願いします。

800ド1
※宿泊室（和室）での食事は、 10％料金追加となります。

※朝食は、レストランで和・洋食が用意できます。食 事I朝食

3
 

部屋使用料(9時～21時）

3峙間まで

3時問以上
1時問毎

和室 8丑和室12丑和室25昼和室75笠※和室25昼と和室75
畳は同時に使用で

3,000ドii3,5001ql 7,0001'11 l2,0001~ きません。

I,0001・d 1,0001'11 2,0001'11 3,0001q 

4 入浴料(11時～22時）
入浴料は400円（小学生以上）をいただきます。（貸出料タオル50
円、パスタオル 100円）

5 諸税
・サーピス料を印し受けます。

. {肖費税と入湯税(12歳以上お入ご泊） 150円が加冥され

ます。

•特別地方泊費税が必要なときは加算させていただきます。

6 その他
・ 40人まで送迎パスの利用ができます。ただし、人数、地域に

よって制限がありますので、事前に電話でご相談・ご予約を

応平、泣
K^ 心AW^
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愛媛県喜多郡肱川町大字宇和川588番地1
〒797-151TL 0893 (34) 2000 

,.,、̀̂＾^^ "^^̂ 』^^̂＾^ ^999"’'"＇’"‘̀^̂ E

：鹿野川湖湖畔に

i 肱川町交流促進センター ： 
鹿野川荘：
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昨
年
三
月
か
ら
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
た
交
流
促
進
セ
ソ
タ
ー
鹿
野
川

荘
が
、
四
月
二
日
に
オ
ー
プ
ソ
し
ま

す。
こ
の
施
設
は
、
山
村
振
輿
等
農
林

業
特
別
対
策
事
業
の
補
助
金
を
受
け

て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
、
都
市
と
の

交
流
を
活
性
化
す
る
と
と
も
に
町
内

の
み
な
さ
ん
の
休
養
施
設
と
し
て
整

備
さ
れ
ま
し
た
。
建
物
は
、
鉄
筋
コ

ソ
ク
リ
ー
ト
造
三
階
建
で
、
レ
ス
ト

ラ
ソ
や
舞
台
付
の
七
五
畳
大
広
間
、

宿
泊
室
は
、
八
畳
か
ら
十
畳
の
和
室

五
室
と
シ
ソ
グ
ル
と
ツ
イ
ソ
の
洋
室

七
室
が
あ
り
、
宿
泊
定
員
は
三
十
一

人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
小
会

議
室
や
通
信
カ
ラ
オ
ケ
設
備
を
備
え

た
娯
楽
室
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

浴
場
に
は
、
小
藪
鉱
泉
な
ど
が
引

き
湯
さ
れ
、
サ
ウ
ナ
や
薬
湯
を
完
備

し
、
鹿
野
川
湖
を
見
下
ろ
す
見
睛
ら

し
の
よ
い
お
風
呂
と
な
っ
て
い
ま
す
。

宿
泊
や
会
議
、
懇
親
会
等
の
受
付

は
、
交
流
促
進
セ
ソ
タ
ー
鹿
野
川
荘

(
6
三
四
ー

ニ
0
0
0
)
で
行
っ
て
い

ま
す
。な

お
、
四
月
五
日
（
土
）
と
六
日

（
日
）
の
午
後
に
は
、
オ
ー
プ
ソ
イ
ベ

ソ
ト
と
し
て
歌
謡
、
ソ
ョ
ー
や
マ
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
等
行
い
ま
す
。
入
場
料
は

無
料
で
す
の
で
、
み
な
さ
ん
お
そ
ろ

い
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
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＊
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＊
＊
 

p

堀
川
か
お
I
J
・
美
月
ま
ち
子
~
＊
主
催
宇
和
川
歌
謡
ク
ラ
ブ

福
祉
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
歌
謡
シ
ョ
ー

風
の
博
物
館
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

肱
川
町
宇
和
川
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
の

主
催
に
よ
り
第
三
回
歌
謡
、
ソ
ョ
ー
を

開
催
い
た
し
ま
す
。
カ
ラ
オ
ケ
愛
好

家
を
は
じ
め
、
ご
近
所
お
誘
い
合
わ

せ
て
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

＊
日
時
五
月
三
日
（
土
）

十
二
時
―
二
十
分
開
演

風
の
博
物
館
（
ホ
ー
ル
）

入
場
無
料

＊
場
所

風 博 通 信

ー
風
の
博
物
館
1

4
/
1
S
4
/
3
0
 

肱
川
町
に
は
、
豊
か
な
自
然
や
歴

史
、
そ
し
て
文
化
が
数
多
く
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
回
、
肱
川
町
と
近
代
日
本
美
術

協
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
全
国
の
美

術
作
家
が
肱
川
町
を
題
材
に
訪
れ
、

四
季
を
通
し
て
地
域
の
風
土
と
文
化

に
接
す
る
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
こ
う
し
た
地
域
を
描
い
た
作
品

の
展
示
会
を
通
じ
、
地
域
の
観
光

P

R
と
地
域
活
性
化
を
図
る
目
的
に
お

い
て
、
風
の
博
物
館
特
別
展
示
室
・

ロ
ビ
ー
に
お
い
て
、
巡
回
展
を
四
月

一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
間
、
公
募

し
た
作
品
の
中
か
ら
、
入
賞
さ
れ
た

作
品
と
町
内
の
小
中
学
生
の
作
品
二

百
点
余
り
を
展
示
い
た
し
ま
す
。
ご

家
族
お
友
達
と
お
誘
い
あ
わ
せ
て
ご

鑑
賞
く
だ
さ
い
。

四
月
一
日
か
ら
五
月
五
日
ま
で
の

間
、
鹿
野
川
花
ま
つ
り
に
合
わ
せ
全

日
開
館
い
た
し
ま
す
。

五
月
六
日
か
ら
通
常
の
火
曜
日
休

館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

美
術
展

肱
川
町
を
描
く
絵
画
展



(3)@。③。涸 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 醐 瞬

勤
続
章

第
3
分
団
班
長

第
1
分
団
班
長

第
4
分
団
班
長

第
1
分
団
団
員

第
1
分
団
団
員

第
2
分
団
団
員

第
3
分
団
団
員

第
3
分
団
団
員

第

4
分
団
団
員

第

5
分
団
団
員

第

5
分
団
団
員

大 三 上 冨松山沖森中松前
越瀬川氷本下野田野本田

義健英員義光和武真隆明
文 一 樹 二 忠幸義夫 二 寿弘

員
の
み
な
さ
ん
の
キ
ビ
キ
ビ
し
た
訓

練
に
来
賓
か
ら
拍
手
が
お
く
ら
れ
ま

し
た
。

続
い
て
四
十

一
人
の
団
員
に
日
本

消
防
協
会
長
、
県
知
事
、
県
消
防
協

会
長
、
大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長

肱
川
町
長
等
か
ら
消
防
活
動
の
功
績

と
永
年
勤
続
に
対
し
て
表
彰
状
が
授

与
さ
れ
、
又
、
大
谷
小
学
校
児
童
会

の
み
な
さ
ん
に
は
、
火
災
予
防
ポ
ス

タ
ー
等
火
災
予
防
啓
発
に
努
め
ら
れ

た
功
績
に
お
い
て
、
又
、
西
本
幸
広

さ
ん
他
二
人
に
対
し
て
は
、
地
元
の

建
物
火
災
に
お
い
て
の
消
火
活
動

に
努
め
ら
れ
て
の
感
謝
状
が
そ
れ

ぞ
れ
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
町
長
式
辞
、
県
知
事

を
は
じ
め
大
勢
の
方
々
か
ら
祝
辞

が
あ
り
ま
し
た
。

検

式

典

終

了

後

、
大
洲
消
防
署
川

点
上
支
署
に
よ
る
消
防
浪
技
（
腕
用

装
ポ
ソ
プ
操
法
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

服
こ
の
操
法
は
、
大
正
頃
に
使
わ

れ
て
い
た
操
法
で
、
ポ
ソ
プ
の
中

に
水
を
入
れ
、
六
人
が
交
替
し
て

ボ
ソ
プ
の
中
の
水
を
ホ
ー
ス
に
送

り
込
み
水
を
出
す
方
法
で
す
。

腕
の
力
を
必
要
と
す
る
た
め
、

ま
さ
に
腕
用
ボ
ソ
プ
操
法
と
い
え

●
愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰

(12名）

功
績
章

第

4
分
団
分
団
長

安
川

哲
生

恒
例
の
肱
川
町
消
防
出
初
式
が
二

月
十
一
日
（
火
）
午
前
九
時
か
ら
肱
川

中
学
校
グ
ラ
ウ
ソ
ド
で
来
賓
多
数
参

列
の
も
と
団
長
以
下
百
五
十
五
人
が

出
動
し
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
時
お
り
雪
が
舞
い
散
る

中
で
の
小
隊
訓
練
、
は
し
ご
操
法
や

ポ
ソ
プ
操
法
等
が
披
露
さ
れ
ま
し
た

が
日
ご
ろ
か
ら
鍛
え
て
こ
ら
れ
た
団

•
愛
媛
県
知
事
表
彰

功
労
章

第

一

分

団

分

団

長

藤

井

正

•
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

精
績
章

第
4
分
団
分
団
長

安
川

哲
生

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
団
員
の
み
な

さ
ん
は
次
の
方
々
で
す
。

る
で
し
ょ
う
。

そ
の
後
、
役
場
裏
の
河
原
で

一
斉

放
水
を
行
い
、
出
初
式
を
し
め
く
く

り
ま
し
た
。

団
員
の
み
な
さ
ん
、
ほ
ん
と
う
に

ご
く
ろ
う
さ
ま
で
し
た
。

●
肱
川
町
長
感
謝
状

肱
川
町
大
字
大
谷

大
谷
小
学
校
児
童
会
殿

勤
続
章

第
1
分
団
団
員

第
1
分
団
団
員

第
1
分
団
団
員

第
2
分
団
団
員

第
2
分
団
団
員

第
3
分
団
団
員

第
3
分
団
団
員

第

4
分
団
団
員

第
4
分
団
団
員

第

5
分
団
団
員

第

5
分
団
団
員

第
5
分
団
団
員

●
肱
川
町
長
表
彰

(16
名）

第
1
分

団

団

員

西

田

幸

夫

第
1
分
団
団
員

二
宮

孝

志

第
1
分

団

団

員

山

口

淳

仁

第
1
分

団

団

員

上

野

英

喜

第
1
分
団
団
員
子
茂
田
友
重

第
1
分

団

団

員

今

岡

清

志

第
2
分
団
団
員
和
気
寿
数
季

第
3
分

団

団

員

新

実

雄

第
3
分

団

団

員

岡

本

勝

也

第
3
分

団

団

員

森

武

彦

第
3
分

団

団

員

樽

川

直

重

第

4

分

団

団

員

中

宮

義

隆

第

4
分

団

団

員

河

野

圭
一

第
4
分
団
団
員
万
願
寺
直
記

第

4

分

団

団

員

山

本

裕

之

第
4
分

団

団

員

松

田

洋

幸

浜山井久森冨沖西藤金山冨
田下脇保田氷野山原森根氷

律 忠政光秀晃常 優俊秀
朗渉志文英喜己数貴 ニ ー昭

川上支署による腕用ポンプ操法

•

大
洲
喜
多
消
防
団
連
合
会
長
表
彰

(12
名）

はしご操法

II

山

鳥

坂

西

本

幸

広

殿

”

山

鳥

坂

松

岡

勇

殿

II

山

鳥

坂

山

根

春

重

殿



c。@。径l 一人ひとりが健康を守り 明るいまちをつくります （町民憲章） 鯛 瞬 (4) 

•投票率

五 男女別当日有オ循者数 投票率

第 1
男 371 人 90.84 ％ 

基幹集落セソター
女 433 90.07 

計 804 90.42 

第 2
男 128 86.72 

岩谷公民館
女 135 92.59 

計 263 89.73 

第 3
男 223 88.79 

大谷小学校
女 223 90.58 

計 446 89.69 

第 4
男 243 92.59 

宇和川集会所
女 272 91.91 

計 515 92.23 

第 5
男 130 87.69 

予子林小学校
女 158 91.77 

計 288 89.93 

第 6
男 27 92.59 

中津集会所
女 32 96.88 

計 59 94.92 

第 7
男 ・98 94.90 

中居谷集会所
女 105 94.29 

計 203 94.58 

男 1,220 90.41 

合 計 女 1,358 91.46 

計 2,578 90.96 

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

任
期
満
了
に
伴
う
町
長
選
挙
と
町

議
補
欠
選
挙
が
二
月
二
十
三
日
（
日
）

に
投
票
、
即
日
開
票
さ
れ
、
町
長
選

で
は
現
職
の
大
野
町
長
が
六
選
を
果

た
し
ま
し
た
。

こ
の
町
長
選
挙
は
、
昭
和
五
十
二

年
以
来
二
十
年
ぶ
り
の
選
挙
と
な
り

ま
し
た
。

又
、
町
議
補
欠
選
挙
で
は
、
二
宮

秀
一
氏
が
初
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

（町長選挙及び町議会議員補欠選挙結果）
投票日平成9年 2月23日
当日有権者数 2,578人
投票者数 2,345人
有効投票 2,318票（町長）

2,306票（町議）

27票（町長）

39票（町議）

無効投票

●候補者別得票数
町長選挙

候補

大野

岩 田

者 名

和

清茂

得 酉
示 数

1,365 

953 

町議会議員補欠選挙

候補者名 得 票 数

二 宮 秀 一 1,241 

曽根 行雄 775 

堀 和 明 290 

（図 1)

毎月納めた場合 前納した場合 割引額

定 1年前納

額 (12,800円X12月： 149,890円
3,710円

保

険 153,600円 6カ月前納

料
75.950円X2 1,700円
151,900円

定 付 1年前納

額加 (13. 200円X12月‘ 154,570円
3,830円

保＋保

険険 158,400円 6カ月前納

料料

78,320円X2 1, 760円
156,640円

一国民年金Cの保険料は
／ 

平成9年4月から

12,800Hになります

〇
保
険
料
の
前
納
制
度

保
険
料
は
、
六
カ
月
分
、
一
年
分

な
ど
を
ま
と
め
て
前
納
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、
保
険
料
は

割
り
引
か
れ
ま
す
。
（
図
l
)

前
納
希
望
の
方
は
四
月
中
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

〇
保
険
料
の
免
除
制
度

経
済
的
な
理
由
等
で
、
保
険
料
が

収
め
ら
れ
な
い
場
合
は
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
国
民
年
金
係
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。



(5) ＠。R。別 仕事や生活に夢をもって 豊かなまちをつくります （町民憲章） 麟瞬

農業委員会だより
なくそう農地の無断転用・活かそう遊休農地

農地の転用には許可が必要です。

農地転用とは…
農地を住宅敷地・エ

場敷地・道路・山林な

どの農地以外の用途に
転換することです。

一時転用にも許可が必要
です。

対象の土地が農地で
あるかどうかは現況で
判断されます。

一時的に資材置き場 ・作業員宿
舎 •砂利採取場などにする場合も、
転用になります。

農地転用には 2種類あります

●農地法第 4条

●農地法第 5条

ー農地の所有者・耕作者が自らその農地を転用す

る場合。

ー農地の使用収益権を持たない者が、農地の所有

者・耕作者から農地を買い受け、借り受け、あ

るいは耕作権の移転を受けて転用する場合。

無断転用には厳しい措置が

無断転用者には、都道府県知事が工事等を中止させ、もとの農地

に復元させることができます。これに従わない場合は、最高 3年以

下の懲役または100万円以下の罰金に処せられます。

●詳しくは一農業委員会へご相談ください。834-2311（内線39)

地目が農地であれば、たとえずっ

と耕作していなくても、農地性が
ある限り農地と見なされます。ま

た、地目が農地でなくても肥培管

理がなされ耕作されていれば、転

用には許可が必要です。

農
業
経
営
基
盤
強
化
事
業
…
申
し
出
受
付
…

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
よ
る
農
地
の
貸
し
借
り
の

申
請
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
町
や
農
業
委
員
会
が
仲
介
す
る
の
で
安
心

で
き
、
期
間
が
満
了
す
る
と
自
動
的
に
貸
し
手
に
戻
り
、
返

し
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
農
地
の
貸

し
借
り
を
希
望
す
る
方
は
、
ぜ
ひ
、

こ
の
制
度
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

今
ま
で
に
こ
の
制
度
を
利
用
し
、
期
間
が
満
了
と
な
っ
て

い
る
方
で
更
新
を
希
望
さ
れ
る
方
も
、
再
設
定
の
申
し
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
制
度
に
つ
い
て
不
明
な
点
な
ど
に
つ
い
て
は
、

町
役
場
農
業
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

固定資産課税台帳
縦覧の延期について

軽
自
動
車
税
は
、

毎
年
四
月

一
日
現
在

の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。

新
た
に
所
有
者
に

な
っ
た
人
、
所
有
者

で
な
く
な
っ
た
人
な

ど
は
、
早
め
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

原
動
機
付
自
転
車

（
総
排
気
量
が
百

二

十
五
CC

以
下
）
と
小

型
特
殊
自
動
車
に
つ

い
て
は
役
場
税
務
係

へ
、
そ
れ
以
外
の
車

種
に
つ
い
て
は
、
軽
自
動
車
協
会
又

は
陸
運
事
務
所
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
原
付
を
他
人
に
譲
っ
た
場
合
〉

役
場
で
名
義
変
更
の
手
続
ぎ
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
な
い
と
、
あ

な
た
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

〈
原
付
の
車
体
を
変
更
し
た
場
合
〉

役
場
で
車
体
変
更
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
な
い
と
、
自

軽自動車などの廃車・変更等の

手続きはお早めに！

賠
責
保
険
の
変
更
が
で
ぎ
ま
せ
ん
。

〈
所
有
者
が
死
亡
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
や
、
車
体
を
紛
失
し
た
場
合
〉

事
情
を
詳
し
く
説
明
で
き
る
よ
う

に
し
て
、
印
鑑
を
持
参
の
う
え
役
場

に
来
て
く
だ
さ
い
。
所
有
者
が
死
亡

し
た
時
は
、
身
内
の
人
が
名
義
変
更

し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

〈
転
入
・
転
出
さ
れ
た
場
合
〉

転
出
す
る
時
は
、
ナ
ソ
バ

ー
プ
レ
ー

ト
を
役
場
へ
返
却
し
、
新
住
所
地
で

届
出
し
新
た
に
受
け
取
っ
て
く
だ
さ

、0し
転
入
の
場
合
は
、
肱
川
町
の
ナ
ソ

バ
ー
プ
レ
ー

ト
を
受
け
取
る
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
盗
難
に
あ
っ
た
場
合
〉

ま
ず
、
警
察
署
へ
盗
難
届
を
出
し

そ
の
後
役
場
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

障
害
者
に
対
す
る
減
免
制
度
も
あ

り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

み
な
さ
ん
が
所
有
し
て
お
ら
れ
る
固
定
資
産
に
つ
い

て
、
そ
の
中
味
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
「
課
税

台
帳
の
縦
覧
」
と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
期
間
は
毎
年
評
価
替
の
年
を
除
い
て
、
三
月
一

日
か
ら
二
十
日
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
は

地
方
税
法
の
改
正
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
四

月
に
延
期
い
た
し
ま
す
。

期
間
に
つ
い
て
は
、
決
定
さ
れ
し
だ
い
告
示
や
放
送

な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
の
税
務
係
ま
で
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。



@。⑲。径 教養を高め 文化のかおるまちをつくります （町民憲章） 饂⑮忌 (6) 

フラワーアレンジメント（生花）
にチャレンジ

愛●女性塾生

募集
平成 9年度の活動にあ

たり、新しい風をまって

います！ ！ 

愛.女性塾とは、女性

の感性と視野を磨ぎなが

ら、ふるさとを見つめ直していこうという、女性

のグループです。

月 1回、塾生が考え運営し、 楽 しく活動してい

ます。

※小さな子供さんのいる方でも大歓迎！！

〔連絡先〕

町民福祉課福祉係（保健センター内）

匹 34-2340

肱
川
町
観
光
協
会
で
は
、
平
成

九
年
度
鹿
野
川
し

ゃ
く
な
げ
ま
つ

り
開
幕
式
を
三
月
三
十
日
に
行
い
、

以
後
一
カ
月
間
色
々
な
行
事
を
次

の
と
お
り
計
画
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
家
族
、
ご
近
所
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
お
出
か
け
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

鹿野川しゃくなげまつり行事日程表

期日 時 間 行事内容 場 所
10:30~ 句碑除幕式 鹿野 川園 地

3 /30 11 :00~ 神事

12:30~ 懇親会屋外舞台

4 / 6 9 :30~ 肱お川町俳茶句大会会 風の 博物 館

4 /13 9 :00~ 宝物探し大会 風の博物館他

4 /14 8 :00~ ゲートボール大会 肱川町町民運動場

4 /20 8 :30~ テニス大会 鹿膳園テニスコート

4 /26~27 11:00~1s:oo えぴね展示即売会風の博物館

4 /29 10:00~ 川 柳 大会 肱川町 公民 館

その他…露店市3/30------4 /29の期間中の土・日に実施

／ 

騨
野
川
し
ゃ
く
な
げ
ま
つ
り
の
ご
案
内

＼ 

今
回
は
、
骨
折
し
た
場
合
の
応
急

手
当
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
骨
折
の
症
状

①
腫
れ
て
く
る

骨
折
が
あ
る
と
出
血
の
た
め
に
腫

れ
、
内
出
血
に
よ
る
皮
膚
の
変
色
が

み
ら
れ
る
。

②
触
る
と
痛
い

け
が
し
た
所
に
強
い
痛
み
が
あ
り

ち
ょ
っ
と
触
る
だ
け
で
痛
む
。

③
変
形
し
て
い
る

左
右
を
比
べ
る
と
外
見
上
の
異
常

な
変
形
が
認
め
ら
れ
る
。

④
動
か
せ
な
く
な
る

痛
み
の
た
め
に
動
か
す
こ
と
が
で

ぎ
な
く
な
る
。

二

応

急

手

当

ま
ず
、
骨
折
し
て
い
る
場
所
に
傷

や
出
血
が
あ
れ
ば
そ
の
手
当
を
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
外
見
か
ら
は
わ

か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
た
め
痛
く
て

動
か
せ
な
い
と
ぎ
は
骨
折
し
て
い
る

と
考
え
て
手
当
し
ま
す
。

次
に
、
骨
折
部
位
が
ず
れ
た
り
し

な
い
よ
う
に
、
骨
折
し
た
場
所
の
両

側
に
あ
る
関
節
の
長
さ
以
上
の
副
木

（
骨
折
し
た
場
所
に
あ
て
て
さ
さ
え

る
そ
え
ぎ
）
を
当
て
て
固
定
し
ま
す
。

骨
折
場
所
を
固
定
し
た
ら
、
骨
折

し
た
場
所
に
負
担
や
シ
ョ

ッ
ク
を
与

え
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
早
く
医

療
機
関
へ
運
ぶ
か
、
救
急
車
を
呼
ん

急
手
当
を

身
に
つ

で
く
だ
さ
い
。

※
関
節
部
位
を
固
定
す
る
と
き
は

長
す
ぎ
て
も
か
ま
い
ま
せ
ん
が

短
す
ぎ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
骨

折
場
所
が
わ
か
ら
な
い
と
き
は
、

広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て
固
定
す

る
ほ
う
が
安
全
で
す
。
き
ち
ん

と
し
た
副
木
が
な
く
て
も
、
左

図
の
よ
う
に
板
や
段
ボ
ー
ル
、

座
ぶ
と
ん
、
週
刊
誌
な
ど
を
利

用
す
れ
ば
、
副
木
の
か
わ
り
に

な
り
ま
す
。
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平
成

7
年

5
月
26
日
生

1
歳
10
カ
月

No.〈／ホ泊為切つ“九9〉@
谷 た ちかた食はび

平口 らゃらくがぽが初
1成 ‘んでさおつ得め
歳 7 声のす。んいぽ意ま

閃〗附 ド立、喜:t門贔し
月月ゃ てんに毎て大人゜

27ん ねをミ日‘好でボ
日~ 0 見》楽友ぎす l
生栄 かキし達！ °ル

け lいも給僕遊

は
じ
め
ま
し
て
、
谷
口
涼
で

す
。
男
の
子
に
ま
ち
が
え
ら
れ

る
け
ど
、
女
の
子
で
す
。

砂
遊
び
が
大
好
き
で
す
。

早
く
あ
た
た
か
い
春
が
来
な

い
か
な
。

r
ノ

ー

！

＇

ヽ

'
,
1
i
t

お父さん
好洋さん

お母さん

泉さん

お父さん
稔さん

お母さん

知子さん



(7)@。R。額l 自然を大切にして 美しいまちをつくります （町民憲章） 邸瞬

子
供
た
ち
の
成
長
を
願
う
「
流
し

び
な
」
の
行
事
が
三
月
四
日
役
場
裏

の
河
辺
川
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
流
し
び
な
は
、
中
野
幼
稚
園

児
二
十
一
人
が
自
分
た
ち
で
作
っ
た

舟
に
お
ひ
な
さ
ま
や
菜
の
花
を
の
せ

て
そ
れ
ぞ
れ
に
願
い
を
込
め
て
一
人

づ
つ
流
し
て
い
き
ま
し
た
。

当
日
は
風
が
強
く
流
れ
の
悪
い
中
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
の
協
力
を
得
て

無
事
に
流
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
会
員
の
人
た
ち
に
踊
り

な
ど
を
披
露
し
楽
し
い
ひ
と
と
き
を

過
ご
し
ま
し
た
。

，，， 

法務大臣から

人権擁護委員を委嘱

‘
 

し牛
乳
l

願いを込めておひなさまを流す中野幼稚園児

3月1日付けで法務大臣から次の方が肱川町の

人権擁護委員に委嘱されました。

人権擁護委員は、皆さんの毎日の暮らしの中に

起こる様々な問題、いじめ・体罰、部落差別・女

性差別などの差別問題、外国人の問題、家庭内

（夫婦、親子、結婚、離婚、扶養、相続等）、借地

借家、近隣間のもめごと、悩みごとの相談にのっ

てくれます。

相談内容については、秘密は守ります。また、

相談は無料で、むずかしい手続きもいりません。

人権擁謹委員

中塚 忠氏（久保部落）

菊池昭三郎氏（大和部落）

涌

交通事故

ご相談

●電話のご相談もお受けします

8089-945 - 2335（直通）

相談日：月曜から金曜午前9時半
～午後4時40分

0専門の相談員が親身になってご
相談に応じます。

弁護士相談日：毎週木曜日
午後 1時～4時

春の全国交通安全運動

“ 4月6日（日）～4月15日（火）

尋枯寧可冒'”
待つ人へ今日も無事故の贈）もの

社団法人 日本損害保険協会

松山自動車保険請求相談センター
松山市花園町 1-3 日本生命松山市駅ビル 6階

松山調査事務所内 匹 089-945-5500

＼ 

心}).,

4月23日～29日

みどりの週間

増やそう うるおいとやすらぎ伝える

／べ^.... 

身近なみどり



＠。＠。別 思いやりの心を育て 人にやさしいまちをつくります （町民憲章） 醐瞬 (8) 
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A
0団
|
ぶ
…
心
湘
甘
，
喜
月
号
ふ
む

qu凸月

4
粉
末
に
し
た
き
な
粉
は
、
そ
れ
だ
け
※
1
・
必
須
ア
ミノ
酸
の

一種
で
、
牛
肉

＝

e

で
消
化
を
高
め
ま
す
。
水

に

溶

け

塩

＼

OE
の
動
物
性
た
ん
ば
く
質
に
多

＝

類
で
凝
固
す
る
と
い
う
大
豆
た
ん
ぱ
※
2
．
豆
腐
な
ど
を
味
わ
う
と
き
の
苦
み

一

や
渋
み
な
ど
の主
成
分
。

一

t
 

一

※
3
：
・マ
メ
科
な
ど
の
植
物
に
含
ま
れ
る

一

阿
g
嶋
ぽ
国
二
誓
歴
<
[
パ
〗
＼
ロ
ロ
〗
汀
〗
糖
を
含
む
物
質

。
一

「
ま
め
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
ミ
ノ
酸
に
分
解
さ
れ
吸
収
さ
れ
る
）
た
の
が
凍
豆
腐
や
豆
乳
、
湯
葉
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健
康
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」
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す
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」
と
し
を
み
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、

リ
ジ
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が
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。
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近
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大
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を
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て
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。

ま

た

、

ミ

一

=
の
意
味
の
ほ
か
に
、
「
大
豆
」
そ
の
か
で
最
も
多
い
の
は
、
植
物
性
脂
肪
豆
を
発
酵
さ
せ
て
つ
く
る
み
そ
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症

予
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効

果

、

紐

／
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竺

て
元
芽
時
の
養
分
が
蓄
え
ら
れ
て
い

一
ま
す
が
、
そ

の

成

分

は

た

ん

ぱ

く

そ

ん

な

大

豆

で

、
脂
質
に
富
ん
で
い
ま
す
。
そ

も

、

欠

点

が

一
っ

)

あ

る

い

は

み

そ

に

よ

値
を
穀
類
や
い
も
類
と
比
較
す
あ
り
ま
す
。
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。
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に
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一
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を
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ノ
酸
大
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「週40時間制への移行について 1
愛媛労働基準局

平成 9年 4月 1日から、現在、 1週間の法定労働
時間が週44時間とされている猶予措置対象事業場に
ついても40時間が全面的に適用されます。

なお、商業・サービス業(4業種）で10人未満の事
業場については、特例措置と して週46時問まで認め
られています。

労 働時間制度の変更は、業務の見直 しや取引先の
理解、また賃金制度の改善等を伴うことから少しで
も早く取り組まれ、平成 9年 4月からの週40時間制
の全面的移行に対応されるようお願いします。

詳 し い こ と は 、最寄りの労働基準監督署へお気軽
にご相談ください。

マ及コ急等に報道哨易峨さ坑た絋』翡前

2 I 7愛媛新聞

2 I 11 
2/18 
2/18 
2/ 18 11 

2/20 NHKテレピ

2/25愛媛新聞

2/25 II 

3 I 4 

グリーンフェステイバル'96

肱川町の生活改善グループ

四季録教育雑感 坂根修

II 教えない教育 坂根修

温泉施設4月オープン 交流促進センター鹿野川荘

南予口＿力）レ 町から村から 町消防出初式

ピデオ通信肱中スピーチコンテスト

新町長さん ダム建設が課頴大野和町長

巴季録有機農業の意義 坂根修

II 食べるお荼 坂根修
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ことぶき文化フェスティバル
轟齢者趣味の作品展開催 八幡浜市ニロ

゜
新
民
謡
披
露

藤
井
さ
ん
、
菊
池
さ
ん

社
協
だ
よ
り

第
二
十
六
回
、
高
齢

者
趣
味
の
作
品
展
及
び
、

こ
と
ぶ
き
文
化
フ
ェ
ス

．テ
ィ
バ
ル
が
、
二
月
十

九
日
か
ら
二
月
二
十
一

日
ま
で
八
幡
浜
市
の
市

民
図
書
館
と
市
民
会
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
八
局
管
内
、

ニ

市
三
郡
の
老
人
ク
ラ
ブ

会
員
に
よ
る
作
品
が
多

数
出
品
さ
れ
、
肱
川
町

か
ら
も
十
五
人
の
方
々

が
川
柳
、
手
芸
な
ど
を

出
品
し
て
、
ど
の
作
品

も
年
齢
を
感
じ
さ
せ
な

い
力
作
物
で
し
た
。

こ
と
ぶ
ぎ
文
化
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、
会

員
約
五
百
人
が
集
い
式

典
が
開
催
さ
れ
、
作
品

展
に
出
品
さ
れ
た
中
か

ら
四
十
六
人
の
入
賞
者

に
対
し
て
表
彰
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
来
賓
よ

り
祝
辞
を
い
た
だ
き
、

愛
媛
県
と
べ
動
物
園
長
、

山
崎
泰
先
生
よ
り
「
私

も
動
物
だ
か
ら
」
と
題

し
て
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。
先
生
の
動
物
に
対
し
て
の
日
ご

ろ
の
苦
労
な
ど
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

に
話
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
趣
味
の
作
品
展
に
出
品
さ
れ

た
作
品
は
、
二
月
二
十
一
日
か
ら

一

カ
月
間
、
肱
流
苑
で
展
示
し
て
お
り

ま
す
。二

月
二
十
日
、
八
幡
浜
市
で
開
催

さ
れ
た
、
こ
と
ぶ
ぎ
文
化
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
お
い
て
、
小
藪
老
人
ク
ラ
ブ

の
藤
井
里
美
さ
ん
、
菊
池
諏
子
さ
ん

膨II町社会福祉協議会
B (0893) 34-2340 

当
協
議
会
に
、
次
の
方
か
ら

ご
寄
付
を
頂
き
ま
し
た
。

福
祉
関
係
事
業
に
活
用
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

瓜
生
谷
井
脇
欣
一
郎
様

森

兵

頭

春

雄

様

大

洲

市

形

山

和

代

様

中

居

谷

沖

浦

賢

嗣

様

に
よ
る
新
民
謡
「
お
け
さ
太
鼓
」
の
披

露
が
あ
り
ま
し
た
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
で
は
、
演
芸
大
会
が
行
わ
れ
ま
す

が
、
今
年
は
喜
多
郡
代
表
と
し
て
小

藪
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
出
演
し
て
も
ら

い
、
他
の
代
表
に
負
け
な
い
見
事
な

踊
り
を
見
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
浪

芸
の
最
後
は
伊
予
漫
才
で
閉
幕
し
、

来
年
の
再
会
を
期
し
て
無
事
終
了
い

た
し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
へ

ご

芳

志

民
生
委
員
女
性
部
で
は
、
給
食
サ
ー

ビ
ス
に
合
わ
せ
て

二
月
に
「
お
は
ぎ
」

を
作
り
配
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も

二

月
十
四
日
に
弁
当
と

一
緒
に
く
ば
り

ま
し
た
。
女
性
部
の
全
員
が
朝
八
時

よ
り
出
仕
し
て
作
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
電
話
な
ど
で
お
礼
の
言
葉
を
い

た
だ
き
大
変
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
の
た
め
に
、
米
、
ア
ソ
コ
な

ど
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た
福
田
さ

ん
、
山
本
さ
ん
、
桜
田
さ
ん
に
対
し

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

喜
多
郡
民
生
児
童
委
員
研
修
会
が

二
月
二
十
五
日
、
内
子
町
保
健
セ
ソ

タ
ー
に
お
い
て
、
郡
内
の
委
員
百
二

十
人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

席
上
、
永
年
勤
続
民
生
委
員
（
在
任

十
年
以
上
）
九
人
が
郡
社
協
会
長
よ

り
表
彰
さ
れ
、
肱
川
町
の
後
藤
忠
氏

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
午
前
中
は
、

愛
媛
県
生
涯
学
習
推
進
講
師
・
西
岡

千
頭
先
生
の
「
抑
留
キ
ャ
ソ
プ
の

一

片
の
パ
ソ
」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
、

自
分
の
体
験
し
て
き
た
抑
留
生
活
に

お
い
て
の
状
況
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
状
況
下
に
お
い
て
、
「

一
輪

の
花
に
世
界
を
観
る
」
日
本
兵
に
対

し
て
の
英
軍
、
卯
軍
の
接
し
方
を
語

ら
れ
感
動
を
受
け
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
分
散
会
と
な
り
各
町

村
で
の
活
動
ま
た
問
題
点
な
ど
を
話

・
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
総
会

•
町
老
連
合
同
研
修
旅
行

島
根
県
出
雲
市
他

し
合
い
ま
し
た
が
、
各
分
散
会
と
も

今
後
の
高
齢
者
問
題
に
頭
を
痛
め
て

い
る
よ
う
で
、
早
く
特
老
施
設
を
整

備
し
て
も
ら
い
た
い
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
農
家
の
嫁
不
足
の
問

題
も
あ
り
、
多
種
多
様
な
相
談
が
あ

る
民
生
委
員
の

一
片
が
の
ぞ
か
れ
ま

し
た
。
日
ご
ろ
か
か
え
て
い
る
諸
問

題
は
、
ど
こ
も
同
じ
で
、
こ
れ
か
ら

は
町
村
間
で
連
絡
を
取
り
合
い
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
も
の
だ
と
痛

感
さ
せ
ら
れ
た
研
修
会
で
し
た
。

郡
民
生
児
童
委
員
研
修
〈
云
開
催

お
は
ぎ
の
サ
ー
ビ
ス
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①
満
期
継
続
対
策
仕

組
の
新
設

満
期
を
迎
え
る
養

老
生
命
共
済
契
約

の
満
期
日
の
三
ヶ

月
前
か
ら
申
し
込

む
こ
と
に
よ
り
、

満
期
共
済
金
等
を

一
時
払
共
済
掛
金

に
充
当
し
、
入
院

保
障
を
組
み
込
ん

だ
満
期
専
用
入
院

保
証
付
終
身
共
済

契
約
に
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
。

＿
、
生
命
総
合
共
済

の
仕
組
改
訂
事
項

②
三

0
倍
型
保
障
仕
組
（
年
金
共
済

契
約
に
お
い
て
は
一

0
0倍
型
保

障
仕
組
み
）

割
安
な
掛
金
で
高
額
保
障
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
、
終
身
共
済
契
約

お
よ
び
養
老
生
命
共
済
契
約
の
共

済
金
額
の
二
九
倍
（
年
金
共
済
契

約
に
お
い
て
は
一

0
0
倍
）
ま
で

定
期
特
約
お
よ
び
更
新
型
定
期
特

約
を
付
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

す
る
。

（概念図）

〔被継続契約〕

四
月
一
日
よ
り
共

済
の
仕
組
改
訂
が
次

の
通
り
実
施
さ
れ
ま

す。

養老生命共済契約
（満期契約継続条項）

〔継続契約〕

満期専用入院保障付終身共済契約

終身保障部分
(100万円限度）

----------------------
入院保障部分
(2,500円限度）

‘‘←l 

成立・責任開始日
(60~69歳）

組
込
み

80歳

農

林

だ

よ

り

編集•発行
J A 肱川

肱川町森林組合

（概念図）

定期特約

養老生命
共済契約

（主契約）

B
 

A 

D 

▲ 

契約

共済掛金

▲ 

請求

▲ 

満期

A：死亡時等の共済金の額

B：満期前払金支払後の死亡時等

の受領額

E 
c：指定金額

D：満期前払金の受取額

E：満期前払金支払後の満期時

の受取額
C 

指定金額を予定利率で
割り引いた額

③
満
期
前
払
特
約
の
新
設

共
済
期
間
満
了
前
の
資
金
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
と
と
も
に
、
満
期
継
続

対
策
等
の
一
助
と
す
る
た
め
、
養

老
生
命
共
済
契
約
に
つ
い
て
共
済

期
間
の
満
了
前
の
所
定
期
間
内
で

あ
れ
ば
共
済
金
額
の
一
部
を
満
期

前
払
金
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
満
期
前
払
特
約
を
新
設
す

る。

④
全
入
院
終
身
保
障
移
行
特
約
の
新

几
又―-＝ロ高

齢
者
の
入
院
、
手
術
保
障
の
拡

充
を
図
る
た
め
、
終
身
共
済
契
約

お
よ
び
年
金
共
済
契
約
に
、
全
入

院
特
約
の
保
障
内
容
を
基
本
に
全

入
院
特
約
等
の
共
済
期
間
の
満
了

後
、
継
続
し
て
終
身
保
障
化
を
行

う
全
入
院
終
身
保
障
移
行
特
約
を

新
設
す
る
。

⑤
終
身
共
済
契
約
の
払

込
終
了
時
に
お
け
る

入
院
特
約
の
共
済
金

額
の
自
動
減
額
制
度

の
緩
和

終
身
共
済
契
約
に
付

さ
れ
た
入
院
特
約
の

共
済
金
額
に
つ
い
て
、

主
契
約
の
共
済
掛
金

払
込
終
了
時
に
、
主

契
約
の
共
済
金
額
の

一
、

0
0
0分
の
五

（
現
行
は
一
、

0
0

0
分
の
三
）
に
相
当

す
る
額
を
こ
え
る
と

き
は
、
そ
の
額
ま
で

減
額
す
る
こ
と
と
し
、

自
動
減
額
の
緩
和
を

図
る
。

（概念図）（例

（現行） （変更後）

（概念図）

入院・手術保障
全入院特約または
全入院長期保障特約

全入院終身保障
移行特約

定期特約

口

終身保障

主契約

入院特約

100万円 ！ 
＇ 

00円→3
---「
払込終了

100万円 i， 

＇ 5,000円！
＇ 

払込終了

糾歳

譴謳の麟み 1全入院特約等の共済掛金（ a）

全入院終身保障移行特約の共済掛金(b)

(a + b) ] （b)ー→

(40~75歳）



(11)＠。⑬。径l 図＠ 躙麟

、ヽ
ノ＿

タ
ケ
ノ
コ

（
 

今
年
も
タ
ケ
ノ
コ
、
ワ
ラ
ビ
、
山

ブ
キ
等
の
市
場
出
荷
の
時
期
が
き
ま

し
た
。
出
荷
さ
れ
る
方
は
、
次
の
示

す
規
格
で
出
荷
し
て
下
さ
い
。

た
だ
し
タ
ケ
ノ
コ
に
つ
い
て
も
市

場
出
荷
の
み
と
致
し
ま
す
。

尚
、
集
荷
等
は
行
い
ま
せ
ん
の
で

選
果
場
ま
で
出
荷
し
て
下
さ
い
。

①
収
穫
．
掘
取
作
業

図
ー
に
示
す
よ
う
に
、
タ
ケ
ノ
コ

の
発
生
際
ま
で
掘
取
る
。

タ
ケ
ノ
コ
、
地
下
茎
と
も
傷
を
つ

け
な
い
よ
う
に
す
る
。

土
は
き
れ
い
に
払
い
落
と
す
こ
と
。

②
調
整
方
法

図
II
に
示
す
よ
う
に
、
適
所
で
地

下
部
は
除
去
す
る
。

根
の
長
い
節
、
一
節
を
残
し
て
切

る
。
節
に
合
わ
せ
て
切
る
こ
と
。

③

規

格

等
級
（
秀
品
）
品
質
及
び
光
沢
が
良

好
な
も
の
。

〔
階
級
〕
〔
長
さ
〕

S
級

品

二

三

crn
未
満

M
級

品

二

三

ー

三

Ocrn

L
級
品
一
＿
二

t
四
五

crn

タ
ケ
ノ
コ
． 
山
菜
を
出
荷
し
よ
う
！

格

外

品

四

六

t
五
O
c
m

格
外
品
は
原
則
と
し
て
加
工
扱
い

と
す
る
。

④

出

荷

各
等
階
級
毎
に
分
類
し
て
出
荷
す

1
こ
と
。

出
荷
量
が
増
加
し
、
市
場
価
格
が

低
下
す
る
ま
で
市
場
出
荷
と
し
、

以
後
は
加
工
向
け
扱
い
と
す
る
。

①
収
穫
・
調
整

収
穫
は
従
来
通
り
と
し
て
長
さ
大

き
さ
を
そ
ろ
え
て
傷
物
を
除
く
よ

う
調
整
し
て
下
さ
い
。

②
規
格
・
等
級

（
秀
品
）
形
状
及
び
光
沢
が
良
好
で
首

が
曲
が
っ
た
状
態
の
も
の
。

（
優
品
）
秀
品
に
つ
ぎ
先
端
の
ボ
ソ
ボ

リ
の
開
か
な
い
も
の
。

〔
階
級
〕
〔
長
さ
〕

2

S
級

品

一

0"--
一
四

cm

S
級

品

一

五

？

一

九

cm

M
級

品

二

0
ー
ニ
四

cm

L
級

品

二

五

ー

ニ

九

Cm

2
L
級

品

三

O
c
m
以
上

そ
の
他
以
外
は
格
外
品
と
す
る
。

（二）

ヮ

ラ
ビ

③

結

束

長
さ
を
そ
ろ
え
て
束
に
し
て
出
荷

す
る
。

一
束
ニ
ニ

0
gと
な
る
よ
う
輪
ゴ

ム
が
け
を
す
る
。

図
III
の
よ
う
に
元
を
そ
ろ
え
て

2

S
l
2
L
ま
で
別
々
に
輪
ゴ
ム
ど

め
に
す
る
。

（三）

①
収
穫

・
調
整

収
穫
は
従
来
通
り
と
し
元
切
り
を

し
長
さ
を
そ
ろ
え
て
、
築
を
除
ぎ

傷
物
を
除
く
よ
う
調
整
し
て
下
さ

、。し
②
規
格
・
等
級

（
秀
品
）
根
元
が
赤
味
を
お
び
形
状
及

び
色
択
が
良
好
で
、
傷
の
な
い
山
ブ

キ
の
み
と
す
る
。

〔
階
級
〕
〔
長
さ
〕

S
級
品
一
七
ー
ニ
四
Cm

M
級
品
二
五
ー
ニ
九

cm

L
級

品

三

O
c
m
以
上

③

結

束

長
さ
を
そ
ろ
え
、
階
級
毎
に
輪
ゴ

ム
で
ニ
ヶ
所
ど
め
す
る
。

一
束
ニ
―

-
0
gと
す
る
よ
う
輪
ゴ

ム
が
け
と
す
る
。
図

N
を
参
照
の

こ
と
。

山

ブ

キ

I．タケノコの掘取方法

・-・ここで切断する

II．タケノコの調整方法

根の長い節、

1節を残して切る

節に合わせて切る
こと

S
M
L
外

22cm未満
23,...,___,,30cm 
・31,...,___,,45cm 
•46~50cm 

III.ワラビの結束

ヶ所止めとする

S ・・・10,....___,14crn 
・ 15,....___, 19cm 

・ ・ ・20,....___,24cm 
L ・ ・ ・25,....___,29crn 
2 L・・・30cm以上
1束220g 

N．山ブキの結束

_
 

4
月
1
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

4
月
2
日
（
水
）
岩
谷
方
面

4
月
3
日
（
木
）
大
谷
方
面

4
月
8
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

4
月
9
日
（
水
）
岩
谷
方
面

4
月
10
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

4
月
15
日
（
火
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

4
月
16
日
（
水
）
岩
谷
方
面

4
月
17
日
（
木
）
大
谷
方
面

4
月
22
日
（
火
）
宇
和
川
北
方
面

4
月
23
日
（
水
）
中
津
方
面

4
月
24
日
（
木
）
宇
和
川
南
方
面

4
月
28
日
（
月
）
月
野
尾
・
小
藪
方
面

（
祭
日
の
た
め
）

4
月
30
日
（
水
）
岩
谷
方
面

4
月
醤
油
配
達
予
定
表

4
月
3
日
（
木
）
大
谷
方
面

4
月
11
日
（
金
）
本
所
地
区

4
月
18
日
（
金
）
宇
和
川
方
面

L
P
G
配
達
予
定
表

4
月
2
日
（
水
）
大
屋
敷
・
大
平

4
月
4
日
（
金
）
上
石
丸
・
師
走
野
・

下
小
藪
・
中
野

4

月
7

日
（
月
）
藤
野
原
•
町

4
月
9
日
（
水
）
八
重
栗
・
上
森
山
・

大
成
・
正
山

4
月
11
日
（
金
）
久
保

4
月
14
日
（
月
）
嵯
峨
谷
・
見
の
越
・

月
野
尾
・
京
造

4
月
16
日
（
水
）
広
常
・
影
地

4
月
17
日
（
木
）
中
津
・
小
倉

4
月
18
日
（
金
）
森
・
肱
栄
・
硯
・
久
下
・

樋
野
ロ
・
汗
生

4
月
21
日
（
月
）
白
石
・
上
小
藪
．

中
小
藪

4
月
23
日
（
水
）
中
居
谷
・
嘉
城
・
共
栄
・

道
野
尾
・
赤
岩

4
月
25
日
（
金
）
大
駄
場
・
柳
・
郷
・

瓜

生

谷

し

4
月
28
日
（
月
）
全
敷
水
・
菟
野
尾
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I □麟麟囀 [-土~, I 
！ 優良材生産は直材づくりから．／ 椎茸生産はクヌギ林造成から．/ ? 

！ 
！ 

｝ 
！ 

平成 9年 2月27日 1乾椎茸市況（松山椎茸市場） I

！ 県 森 連 市況 i 
大洲木市より （単位吋当り：円）

市売日・—•平成 9 年 1 月 23 日 t 
! 市売数呈 •·486ケース 7,960kg 

！ ス｀ヒノ マッ 平 均 単 価 4,182円 t 
！さ末口径 キ キ その 他 銘柄別単価 t 
！ 直曲がり直曲がり 直
! 7cm下 本 495本 235本 530本 200

銘柄 価 格相場銘柄 価 格相場 i
i I, 1.8 n CID上本 600本 500本 790本 779

こうこ ー特用大 3,900~ 4,400 強 t
り 4mll3 cm上 24.ooo I -I 48. ooo I -1'.scm上22,000 大 厚 4,600~ 6,80Q 保特用中 4,300~ 5,000 強 ！ 

i 18 CID上 22,700 -40,000 -4cm上26,000 中 厚 5,500~7,000 強特用中小 4,000~ 4,700 強 t 
2 4 CID上22,8001~上36 000 

! 7 cm下 本 188本 131本 201本 165 中小厚 4,500~ 6,400 強特用小 3,600~ 4,000 強 t 
! 8 CID上本 350本 350本 410本 410 小 厚 3,500~ 5,500 強大パレ 3,000~ 4,100 強 ！ 

11 CID上17,9001 126,000 ’ 
! 3 m 13 cm上24,500 -37,000 -18cm上20,000

大ウス 3,800~ 5,800 保中パレ 3,300~ 4,500 強 • 

! r 
18 CID上 21,600 -34,000 -4cm上23:000 中ウス 4,400 ~ 6,000 強中小バレ 3,000 ~ 4,200 強 ， i 24 cm上 15000 - cm上 中小ウス 4,000~ 5,900 強小パレ 2,200~ 3,800 強 t
7 cm下本 70本一本 70本一

小ウス 3,400~ 5,300 強変 形 2,800 ~ 4_,_Q()() 保 ！ 
I I? ml8 cm上 本 一本一本一本一
! 2 m 16 cm上 8,000 -22,000 -13cm上 ジ ャ ミ 2,000~ 3,400 保色悪ウス 2,200~ 4,900 保 t
! 30 cm上 cm上 どんこ大 一色悪パレ 1,600~3,300 保！

I 16m 13 CID上29,6001 166,000 
18 CID上26800 55 000 

どんこ中 4,400~ 5,300 強 4粒トヘノコ ー ！ 
！ 

！ 特選 216,200 どんこ小 3,000 ~ 4,000 強スライス 2,200 ~ 5,500 強！ 足 場 1m当たり円～円 概況 平成 9年初市は秋子50%、寒子50％で、全国的に出荷量が少なく、相 i 
杉、一般材は弱保合。 場は全般に強保合で推移した。

1 配5桧、一般材は弱保合が続く 。 色の良い香信系（ウス～厚）、バレ葉系は強いが、足長や色の悪いもの ！ 
！ 枝打、優良材は品薄から高値販売。 はやや弱い。色良く乾燥が仕上がる様にしましょう。 ！ 

！ 
また、仕上げはしっかり行って下さい。 ！ 

¥.------------------------------------____ __,--------------------」
愛媛県林業改善資金貸付基準一覧表

資金種類 貸付対象事業 借受資格者 行付禾ll半
償還期間

据置期間 貸 付（台、金セ J 卜のにつ限き万円度） 額（据霞J!11問を含じ）

団 I伐促進賓金 機間械伐実・施施に甜必吏要用料な行及金び作（業間労伐用賃作）業跨の開設， 集運材用 （以内） （以内） ha当たり 3 5万円

高品質材生産資金 運高品材機竹械材生施産設にの必使要用な料資，金筏材（作の業賤路入伐の開用設及・び改作良業代労用賃，）躾 個人である森林所有者、その協 ha当たり 4 5万円

被森林整備行金 疇被害森暉林械の整瞬備にの必使要用な料行，金作業（労（乍業賃跨及のひ躙開孵設処・改理良代代用用）， 
業体、森林経営を営む会社（注），

造林公社、造林事業を行う市町 ha当たり I 2 0万円

林 村 （財産区を含む。）、造林事業
業 裔能当該専剥業械材生の取産用得員1こ械妻する費用(/)I彫r(/)111・． 作移勁婁道式開チ設ッパ用撓ー撮

600万円
を行う地方公共問体の音い事務

5 年 なし
600万円

生
林業の生産行程を改善するための能率的な技術

組合、森林組合、 個人の素材生 リモコン集柑棗 490万円：移勁式炭化炉 35万円

産
を導入する場合において必要な機械又は施設で、

産業者、その協業（本、森林組合
i/i木生産用の機械又は施役 250万円：成形燃料閑造機械 800万円

高 技術導入資金 連合会、林業を営む会社（注） 、
林内作婁用卜う クタ 640000万万円円・・未hll!I惰源利活用機当柑該機械施詮抱設の取得に

農林水産大臣が定めるものの購人又は設置に必 クレー ノ付き作棄車

度 要な骰用
個人の種苗生産業者、その組織 モノ レール 210万円： 妻する費用の1紛のIll

i t する団体 索道 380万円：きのこ生産用の繊械 詑設 600万円

資 単小線径循木現崖式出軽用輝とい(100メートル分） 119010万万円円：： 林稟経営情報システム員器
600万円

金 利間用伐施材設高査度金

： 

間伐材高度加工施設の設問 購人に必要な資金
10 年 なし パーカ（泉1J皮機） 900万円

森林組合、森林組合連合会、木 ツイン 丸のこ盤 900万円

特 認 掛1伐
作ら間伐に係る林産物の加工に用いられる機械 材製造業を営む者（注）及びその

施 設夜 金
施設で県が晨林水産大臣に協議して指定する 組織する[.月（木 血利（• ＊ なし 要ASK

ものの購入 設岡に必要な資金

個人である森林所有者、個人で 防振装置付きチェーンソー 25万円

ある造林業者、個人である素材 3 年 1年 防振携帯用刈払機 6万円

林業 安全生産
防振装骰付きチ ェーンソーその他林業労慟災害 生産業者、林業労慟従事者、森 電動式刈払機 35万円

の防止に有効な林業生産用の機械等の設器 購 林組合、森林組合連合会、林業
労 施設査 金 人に必要な資金 を営む会社（注）、個人である森

自走式刈払機 420万円

5 年 2年 自動枝打機 100万円
働 林所有者の協業体、造林又は素

福 材生産を営む者の組且哉する間1本
油庄式立木伐劉機 350万円

祉
玉切り 装置 320万円

施
負荷除去等

作業現場における（木憩施設その他林業労慟災布 5 年 2年
振暖皿線房動障機装害置器付予防き人器具員輪送用口ii/IT由

300万円

設 の防止に有効な作業負荷の軽減等のための施設
同J-.（ただし、林業労（釉従事者 3 年 1年 47万円

資 施設行金
等の設匹 購入に必要な資金

を使用して林業経営を行う者及 7 年 3年 170万円

金 びその組織する団体がtたる借
休憩施翌 100万円

福利 1厚生
林業労慟に従事する者を確保するための保健施

受主体となる。）
休憩室、更衣室、浴室、ンャワー又はトイ レ 820万円

施設資金
設で、農林水産大臣が定める甚準に適合するも 10 年 3年 既存施設の上記施設への改造 100万円

のを設箇するのに必要な資金
グラウ／卜‘ 70万円
駐車場 50万円

I ＇ 『
青年林業者、林業労慟従事者、

青年林業者、林業労働従事者 1人につき 70万円

研修教育賓金
青年林業者、 林業労慟従事者その他の林業を担 その他の林業を担うぺき者、林 3 年 1年

うぺき者のPIH1冬受講に必要な資金 業労（慟従事者を使用して林業経
使用者 使 用する林業労働従事者］ 人につき

営を行う者 125万円

林 業経営 青年林業者又はその組織する間体が近代的な林 青年林業者、青年林業者の組織 青年林業者 ］人につき

開始査金 業経営を開始するのに必要な賓金 する団体
10 年 3年 青業年者林業者の組織する団体 その構成員である青年林

1人につき 1,000万円

（注）会社にあっては資本金の頷又は出資の総頷が1.000万円以 Fのもの及び常時使用する従業者の数が300人以下のもの、個人にあっては常時使用する従業者の数が300人以下

のものに限る。 （以下において同じ。）

貸付資金は全て無利子、返済は均等年賦払い、そし て貸付対象者はあなたです．9/
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ハ
ウ
ス
き
ゅ
う
り
栽
培
の
ポ
イ
ン
ト

肱
川
町
の
ハ
ウ
ス
半
促
成
き
ゅ
う

り
の
定
植
は
、
三
月
一
日
と

二
十

一

日
の
予
定
で
す
。

●
定
植
後
の
管
理

定
植
は
、
睛
天
の
暖
か
い
日
に
行

い
ま
す
。
定
植
後
す
ぐ
に
株
元
へ
か

ん
水
し
ま
す
。
液
肥
の
施
用
も
有
効

で
す
。

活
着
ま
で
は
、
日
中
温
度
2
8
i
3
0

℃
の
高
温
管
理
に
よ
っ
て
発
根
と
活

着
を
促
進
し
、
湿
度
を
高
く
保
つ
こ

と
で
葉
の
萎
れ
や
高
温
障
害
を
防
ぎ

ま
す
。
そ
の
後
は
、
日
中
温
度
25
℃、

最
低
夜
温
13
℃
を
目
標
に
保
温
し
ま

す
。苗

の
活
着
後
は
、
日
中
湿
度

70%

位
を
目
安
に
ハ
ウ
ス
内
の
過
湿
や
過

乾
燥
を
不
正
で
充
実
し
た
茎
葉
に
育

て
ま
す
。
特
に
、
空
気
湿
度
が
不
足

す
る
と
、
茎
葉
の
老
化
が
早
ま
り
草

勢
が
弱
く
な
る
た
め
、
通
路
へ
散
水

し
て
適
湿
確
保
に
努
め
ま
す
。

•

そ
の
他

昨
年
は
、
定
植
後
の
低
温
で
生
育

が
遅
延
し
、
後
々
ま
で
影
響
し
ま
し

た
。
定
植
後
の
管
理
が
重
要
で
す
の

で
注
意
し
て
下
さ
い
。

ト
ソ
ネ
ル
被
覆
を
し
て
保
湿
し
ま

す
が
、
晴
天
の
日
は
油
断
す
る
と
高

温
で
葉
が
焼
け
て
し
ま
い
ま
す
。
ハ

ウ
ス
内
の
湿
度
を
高
め
る
と
共
に
細

か
な
換
気
が
必
要
で
す
。

ハ
ウ
ス
の
夜
温
を
確
保
す
る
場
合
、

夕
方
太
陽
が
沈
む
前
に
ハ
ウ
ス
サ
イ

ド
を
閉
め
、
十
分
温
度
を
確
保
し
て

お
き
ま
す
。
ま
た
、
す
き
ま
風
が

一

番
の
大
敵
で
す
。
も
う

一
度
ハ
ウ
ス

の
破
れ
が
な
い
か
、
確
認
し
て
下
さ

、0し大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

主
査
河
野
幸
生

今
年
度
の
水
稲
生
産
に
あ
た
っ
て

愛
媛
県
の

一
等
米
比
率
は
昨
年
十

二
月
下
旬
時
点
で
六
十
％
と
全
国

（
八
十
六
・
七
％
）
で
も
最
低
ク
ラ
ス

に
位
置
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
米
の

生
産
販
売
を
有
利
に
進
め
る
に
は

一

等
米
比
率
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
急

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

1

二
等
米
以
下
へ
の
格
付
理
由

大
洲
喜
多
地
区
で
は

①
充
実
度
不
足
（
粒
が
薄
い
等
）
、
②

カ
メ
ム
シ
被
害
、
③
心
白
粒
、
④
青

未
熟
粒
、
⑤
腹
白
粒
等
の
順
で
し
た。

2

格
付
理
由
発
生
要
因

●
施
肥
量
の
過
剰
は
、
未
熟
米
、
青

米
、
死
米
を
増
加
さ
せ
る
と
と
も
に
、

充
実
度
も
不
良
と
な
り
ま
す
。

⑱
黛
）

●
登
熟
期
の
気
温
が
高
い
場
合
や
、

日
照
量
が
少
な
い
場
合
は
充
実
不
良

が
増
加
し
ま
す
。

●
台
風
に
遭
遇
す
る
と
、
穂
ず
れ
、

倒
伏
、
青
枯
れ
等
に
よ
り
、
充
実
不

良
と
な
り
ま
す
。

●
カ
メ
ム
シ
が
多
発
し
、
被
害
を
受

け
る
と
斑
点
米
（
着
色
粒
）
が
増
加
し

ま
す
。

●
刈
り
取
り
時
期
が
早
す
ぎ
る
と
、

未
熟
粒
、
青
米
が
増
加
し
ま
す
。

刈
り
遅
れ
る
と
、
胴
割
れ
、
茶
米

が
増
加
し
ま
す
。

●
乾
燥
が
急
激
す
ぎ
た
り
、
過
乾
燥

に
な
る
と
、
胴
割
米
が
増
加
し
ま
す
。

●
ラ
イ
ス
グ
レ
ー
ダ
ー
（
米
選
機
）
の

ふ
る
い
目
が
小
さ
い
と
、
や
せ
米
の

混
入
が
多
く
な
り
ま
す
。

3

今
年
の
対
策

•
一
等
米
生
産
意
識
の
向
上

出
荷
す
る
米
は
食
糧
と
い
う
反
面
、

商
品
で
も
あ
り
、
商
品
生
産
と
い
う

心
構
え
が
大
切
で
す
。

●
土
づ
く
り
の
徹
底

良
質
米
は
地
力
で
つ
く
り
ま
す
。

稲
わ
ら
や
堆
肥
、
土
穣
改
良
材
（
エ

ソ
リ
ッ
チ
40
、
フ
ェ
ロ
ケ
イ
カ
ル
等
）

の
施
用
に
よ
り
、
微
量
要
素
の
補

給
と
土
壌
物
理
性
の
改
善
を
し
ま
す
。

・
施
肥
改
善

多
施
肥
に
よ
り
分
げ
つ
を
と
り
す

ぎ
て
い
ま
す
。
分
げ
つ
の
と
り
す
ぎ

は
品
質
低
迷
の
主
因
で
す
。
基
本
的

に
は
基
肥
の
減
肥
と
植
付
け
本
数
の

適
正
化
(

-
株
三
ー
四
本
）
に
よ
る

過
繁
茂
の
防
止
と
穂
肥
の
減
肥
に
よ

1

圃
場
の
準
備

飼
料
作
物
は
連
作
障
害
回
避
や
安

定
の
た
め
、
堆
厩
肥
を
10
a
当
た
り

2

t
程
度
投
入
す
る
と
と
も
に
、
土

壌
分
析
を
実
施
し
、
肥
料
の
適
正
施

用
に
努
め
る
。
（
愛
媛
県
施
肥
基
準

参
照
）耕

起
は
砕
土
を
十
分
に
行
う
と
と

も
に
、
滞
水
等
に
よ
る
生
育
阻
害
を

防
止
す
る
た
め
、
特
に
枕
地
は
均
平

に
し
て
お
く
。

2

草
種
と
品
種
の
選
定

飼
料
自
給
率
を
向
上
さ
せ
安
定
し

た
畜
産
経
営
を
行
う
た
め
に
は
、
草

飼
料
作
物
の
作
付
け
準
備
に
つ
い
て

る
食
味
の
向
上
が
必
要
で
す
。

●
カ
メ
ム
シ
の
徹
底
防
除

早
期
米
で
は
特
に
被
害
が
多
く
、

注
意
が
必
要
で
す
。
出
穂
前
に
周
辺

雑
草
を
刈
り
、
出
穂
後
は
農
薬
に
よ

る
防
除
が
必
要
で
す
。
時
に
は

二
回

防
除
が
必
要
で
す
。

●
適
正
な
収
穫
・
乾
燥
・
調
製

刈
り
遅
れ
の
傾
向
が
強
い
の
で
、

早
め
の
収
穫
を
心
が
け
ま
す
。

収
穫
後
は
速
や
か
に
乾
燥
作
業
へ

移
し
ま
す
が
、
乾
燥
さ
せ
過
ぎ
な
い

よ
う
に
十
四
•
五
ー
十
五
％
の
水
分

範
囲
に
仕
上
げ
ま
す
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技

師

弓

達

隆

種
や
品
種
の
選
定
は
重
要
な
ボ
イ
ソ

ト
と
な
る
た
め
、
事
前
に
年
間
の
栽

培
計
画
を
十
分
に
検
討
す
る
。

飼
料
作
物
の
草
種
は
、
機
械
装
置

や
前
後
の
作
付
体
系
、
給
与
体
系
、

労
働
配
分
等
を
考
慮
し
て
選
定
す
る
。

3

播

種

ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
と
ソ
ル
ガ
ム
は
、

播
種
適
期
は
広
い
が
、
台
風
の
倒
伏

に
よ
る
減
収
の
回
避
や
梅
雨
期
の
作

業
を
避
け
る
こ
と
を
基
本
に
計
画
的

か
つ
早
播
ぎ
を
行
う
。

4

雑
草
対
策

播
種
後
は
、
発
芽
の
斉
一
と
鳥
害

防
止
さ
ら
に
除
草
剤
の
効
果
を
高
め

る
た
め
、
鎮
圧
を
丁
寧
に
行
う
。

5

湿
害
対
策

ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
と
ソ
ル
ガ
ム
は
、

耐
湿
性
が
弱
い
た
め
、
十
分
な
排
水

対
策
を
講
じ
る
。
特
に
水
田
転
換
畑

は
地
形
的
に
冠
水
し
や
す
く
な
っ
て

お
り
、
重
粘
な
土
壌
条
件
の
場
合
は

さ
ら
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

大
洲
地
域
農
業
改
良
普
及
セ
ソ
タ
ー

技
師
高
野
政
明
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第
五
回
英
語
ス
ピ

ー

チ
コ
ソ
テ
ス
ト
が
二
月

十
九
日
、
肱
川
中
学
校

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ソ
テ
ス
ト
は
、

英
語
に
な
れ
親
し
み
、

英
語
の
上
達
を
目
指
す

と
と
も
に
国
際
的
な
感

覚
を
育
て
る
目
的
で
、

平
成
四
年
度
よ
り
開
催

し
て
い
ま
す
。

審
査
員
と
し
て
、
内

子
町
国
際
交
流
協
会
の

パ
イ
ゼ
ラ
・
ザ
ビ
ー
ネ

さ
ん
、
肱
川
町
出
身
の

亀
田
実
さ
ん
に
お
願
い

し
ま
し
た
。
ザ
ビ
ー
ネ

さ
ん
は
、
ド
イ
ツ
出
身

で
す
が
、
英
語
も
日
本

語
も
流
暢
に
話
さ
れ
ま

す。
今
年
は
、
昨
年
ま
で

と
少
し
趣
向
を
変
え
て
、

一
年
生
は
教
科
書
を
も

と
に
日
常
生
活
の
様
子

を
八
名
が
発
表
し
ま
し

た
。
二
年
生
六
名
は
、

自
分
が
想
像
し
た
相
手

へ
の
手
紙
を
発
表
、
三

年
生
四
名
は
、
意
見
発

改
し

0
、
?

i
,
t
 、T

、℃

表
を
行
い
ま
し
た
。
内
容
は
も
ち
ろ

ん
英
語
で
発
表
で
す
。
司
会
も
英
語

で
進
行
を
行
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち

は
、
発
表
の
た
め
に
、
バ
ソ
ト
ッ
ク

社
会
教
育
指
導
員
よ
り
各
学
年
一
時

間
程
度
指
導
を
受
け
発
表
に
臨
み
ま

し
た
。一

年
生
の
発
表
は
、
朝
起
き
て
眠

る
ま
で
の
一
日
の
様
子
を
発
表
し
て
、

二
年
生
は
、
架
空
の
人
物
や
、
物
語

の
中
に
出
て
く
る
人
に
あ
て
た
手
紙

を
、
そ
し
て
、
三
年
生
は
、
自
分
の

夢
や
、
肱
川
の
自
然
の
す
ば
ら
し
さ

を
発
表
し
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、

発
表
者
の
発
表
を
熱
心
に
ぎ
い
て
い

ま
し
た
。

発
表
の
後
の
審
査
で
は
、
み
ん
な

の
発
表
が
素
晴
ら
し
く
、
審
査
員
の

方
が
悩
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

審
査
員
の
先
生
方
よ
り
講
評
が
あ
り
、

ザ
ビ
ー
ネ
先
生
が
、
「
他
の
国
の
言

葉
を
学
ぶ
の
は
、
最
初
大
変
で
す
が
、

自
分
の
話
が
相
手
に
通
じ
た
り
、
相

手
の
話
を
理
解
で
き
た
り
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
下
さ
い
。
」

と
講
評
が
あ
り
、
亀
田
先
生
よ
り
、

「
英
語
は
共
通
語
に
な
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
ス
ポ
ー
ツ
選
手
も
英
語
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ソ
を
図
っ
て
い
ま

す
。
英
語
を
身
に
つ
け
て
下
さ
い
。
」

゜編集•発行

肱川町公 民館
ft (0893) 34 -2307 

と
励
ま
し
の
言
葉
を
下
さ
い
ま
し
た
。

バ
ソ
ト
ッ
ク
社
会
教
育
指
導
員
よ

り
、
「
今
日
の
ス
ピ
ー
チ
コ
ソ
テ
ス

ト
は
輿
味
深
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

全
員
が
自
分
の
個
性
を
活
か
し
て
発

表
し
て
く
れ
ま
し
た
。
今
回
の
発
表

の
考
え
方
は
素
晴
ら
し
い
で
す
。
自

分
の
町
に
つ
い
て
発
表
す
る
こ
と
は

大
切
で
す
。
」
と
述
べ
て
い
ま
し
た
。

肱
川
の
子
供
た
ち
は
、
ど
ち
ら
か

と
い
え
ば
、
引
っ
込
み
思
案
の
子
が

多
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

一
年
生

は
発
表
の
時
、
声
も
小
さ
く
、
下
を

向
い
た
ま
ま
の
子
供
が
多
い
よ
う
で

す
。
二
年
、
一
＿
一年
に
な
る
と
前
を
向

い
て
発
表
で
き
る
生
徒
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
コ
ソ
テ
ス
ト
を
通

し
て
、
自
分
の
考
え
を
き
ち
ん
と
持

ち
、
発
表
で
き
る
子
供
が
増
え
て
き

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

二
十
一
世
紀
は
彼
ら
が
主
役
で
す
。

- •一:―

発表者全員が賞状を手にして
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る心でて他ら一経のが中分九わ十大
結方にすの町つ新集方響にか名れ時会文
果も 囲。

はぃ碁
交村 し‘中々いはれがまよが化

大流のゃ次とはて‘‘参しり三協
次ま をム も人 いの 一‘
のし

打空 い碁し加た肱月会
かでとま対休碁ま石んし°川二主

とたて終き‘し局みをしをと‘町町日催
ぉ。し、わて囲たにの打た打し二内公＾の
り らつい碁°備間つ°ったク外民

日
-新

で っ てたをまえに間参音会ラよ館‘春
す しもよ通たて 気の 加だ場スりで午囲
° ゃ熱うし‘い分神者けのに十行前碁

篇＠
囲 碁大会結果

Aクラス

優勝

準優勝
...L. 

位3
 

Bクラス

優勝

準優勝
...L 

位3
 

兵頭

高岡

福田

竹夫（野村町）

清（野村町）

哲秋

宮田 徹

小林伊佐雄（大洲市）

成登光義

ン- ｀ 
｀参

静寂の中にも緊張感が

圃
碁
の
音
が
静
か
に
響
く
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山内先生の講演

一
月
二
十
五
日
（
土
）
、
午
前
十
時

よ
り
肱
川
町
公
民
館
に
お
い
て
、
町

誌
編
さ
ん
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
研
修
会
は
「
新
編
肱
川
町
誌
」
を

作
成
要
領
や
、
心
構
え
を
身
に
つ
け

て
も
ら
お
う
と
、
関
係
者
約
三
十
五

名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

講
師
と
し
て
、
「
愛
媛
県
史
」

の

編
集
に
も
携
わ
れ
た
愛
媛
県
総
合
教

育
セ
ソ
タ
ー
の
山
内
譲
先
生
に
来
て

い
た
だ
き
、
「
町
誌
編
さ
ん
の
実
際
」

資
料
収
集
・
調
査
研
究
・
執
筆
に
つ

い
て
と
題
し
、
先
生
の
専
門
で
あ
る

中
世
の
古
文
書
の
話
や
、

「
愛
媛
県

史
」
を
編
集
し
た
経
験
を
も
と
に
講

演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
新
編
肱
川
町
誌
」
は
平
成
十
五

年
に
町
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
の

―
っ
と
し
て
編
さ
ん
、
刊
行
さ
れ
る

も
の
で
す
。
ま
だ
六
年
先
の
こ
と
で

大井先生の講演
熱心に耳を傾ける編集員の人たち

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
資
料
を
集
め
る
時
間
や
、

原
稿
を
書
く
時
間
も
必
要
で
す
。

町
民
の
み
な
さ
ん
に
資
料
の
提
供

等
お
願
い
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

誌
編
さ
ん
本
格
的
に

肱
川
町
P
T
A
連

合
会
研
修
会
が
二
月

二
十
六
日
（
水
）
、
午

後
一
時
―
――
十
分
よ
り

肱
川
町
公
民
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本

来
な
ら
ば
中
野
小
学

校
で
開
催
予
定
で
し

た
が
、
屋
内
運
動
場

建
設
中
の
た
め
、
公

民
館
で
の
開
催
と
な

り
ま
し
た
。
町
内
の
各
小
学
校
P

T

A
よ
り
約
七
十
名
が
参
加
、
岩
田

P

T
A
会
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
冨
永

教
育
委
員
長
が
、
学
力
偏
重
の
時
代

か
ら
自
ら
学
び
行
動
す
る
子
供
を
育

て
る
教
育
に
転
換
し
て
い
ま
す
。
子

供
の
健
全
育
成
に
学
校
、
地
域
が
取

り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
感
謝
し

て
い
ま
す
と
祝
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
後
、
「
愛
の
手
で
未
来
を
築

V
P
T
A
活
動
の
推
進
」
と
題
し
、

中
野
小
学
校
P
T
A
よ
り
実
践
発
表

が
あ
り
ま
し
た
。
幼
稚
園
で
の
親
子

餅
つ
ぎ
大
会
、
小
学
校
で
の
川
遊
び
、

ダ
ソ
ボ
ー
ル
の
国
を
作
っ
た
り
、
料

理
を
作
っ
た
り
、
中
野
小
学
校
の
歴

史
を
調
べ
た
り
と
い
っ
た
活
動
内
容

が
ス
ラ
イ
ド
を
見
な
が
ら
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

問
題
点
と
し
て
、
活
動
へ
の
男
性

保
護
者
の
出
席
が
少
な
い
、
ま
た
、

活
動
日
が
同
じ
な
の
で
、
二
人
子
供

が
い
る
家
庭
で
は
、
ど
ち
ら
か

一
方

の
子
供
か
、
時
間
を
半
々
で
し
か
見

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
っ
た
問
題

点
も
あ
る
よ
う
で
す
。

子供の健全

育成のために

こ
の
よ
う
な
体
験
学
習
を
通
し
て
、

P
T
A
が
子
供
た
ち
の
健
全
育
成
の

た
め
頑
張
り
ま
し
ょ
う
と
い
っ
た
意

見
が
出
て
い
ま
し
た
。

こ
の
後
、
安
楽
寺
住
職
大
井
淳
道

先
生
よ
り
、
「
す
こ
や
か
に
育
つ
」

t
食
に
知
恵
あ
り
、
作
法
あ
り

t
と

題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
ぎ
ま
し
た
。

先
生
は
、
僧
侶
で
あ
る
と
と
も
に
、

愛
媛
十
全
医
療
学
院
の
講
師
も
さ
れ

て
お
り
、
医
療
に
も
精
通
さ
れ
て
お

り
、
講
演
の
最
初
に

「
ホ
ル
ソ
協
奏

曲
」
を
流
さ
れ
、
最
近
は
、
音
楽
療

法
が
あ
り
ま
す
。
音
楽
は
人
間
の
心

に
直
接
入
っ
て
き
ま
す
。
お
経
も
音

楽
で
す
。
般
若
心
経
の

二
百
七
十
六

文
字
の
な
か
の
一
節
を
と
り
あ
げ
、

こ
の
わ
ず
か
な
文
字
の
中
に
た
く
さ

ん
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

と
仏
教
の
教
え
と
医
療
か
ら
の
視
点

を
う
ま
く
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
た
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

‘、,`

＿

こ

の

頃

、

旅

の

交

通

手

段

は
バ
ス
で
行
く
こ
と
が
多
く

"

な

っ

た

。

車

内

装

備

は

よ

く

な
っ
て
、
冷
暖
房
、
冷
蔵
庫
、

i

テ
レ
ビ
付
き
で
あ
る
。
研
修

"

に

し

ろ

、

慰

安

に

し

ろ

バ

ス

[

旅

行

は

快

適

で

あ

る

。

走

り

~
始
め
る
と
、
や
が
て
用
意
し

・

て

き

た

映

画

ビ

デ

オ

が

か

け

．
 

~
ら
れ
る
。

~
県
外
に
入
り
、
初
め
て
の
コ
ー
ス

~
で
も
ス
イ
ッ
チ
は

切
ら
れ
な
い

。

~
「
寅
さ
ん
、
ソ
リ
ー
ズ
」
「
釣
バ
カ
日
誌
」

~
な
ど
人
気
作
品
が
流
さ
れ
る
と
、
も

~
と
も
と
映
画
の
好
き
な
者
は
視
線
が

~
そ
こ
へ
行
く
。
こ
れ
が
夜
と
か
外
が

~
見
え
ぬ
退
屈
な
時
間
帯
な
ら
よ
い
の

~
だ
が
、
天
気
が
よ
く
て
景
色
が
次
々

~
と
変
わ
る
と
き
で
も
放
映
さ
れ
る
と
、

~
残
念
な
気
持
ち
に
な
る
。
四
国
、
中

i

国
、
山
陰
、
九
州
を
走
行
す
る
と
き
、

i

窓
外
の
眺
め
に
輿
味
は
つ
き
な
い
。

~
地
図
で
も
手
元
に
あ
れ
ば
沿
線
の
印

~
象
は
一
層
鮮
明
と
な
る
。
四
季
の
花
、

~
大
小
の
河
川
、
山
脈
、
広
が
る
平
野
、

~
作
目
、
城
や
遺
跡
、
街
並
み
、
村
落
、

~
鎮
守
の
森
、
特
色
あ
る
家
屋
の
造
り
、

~
と
き
た
ま
出
合
う
祭
礼
や
イ
ベ
ソ
ト

な
ど
映
像
と
は
別
の
実
感
が
あ
る
。

表
i

~
昔
の
人
が
徒
歩
で
体
験
し
た
ほ
ど
の

発
~~

感
激
は
な
い
に
し
て
も
、
展
開
す
る

践

"

実
一
風
景
に
旅
の
気
分
を
味
わ
え
る
。
バ

~
ス
旅
行
で
県
外
へ
出
た
と
ぎ
、
昼
間

~
だ
け
で
も
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
壬
を
切

i

れ
な
い
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
目
的
地

~
へ
の
往
復
も
ま
た
旅
の
楽
し
さ
で
あ

i

る。
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炭
焼
き
を
体
験
肱
川
中
学
校

肱
川
中
学
校
生
徒
が
炭
焼
き
の
を
そ
ろ
え
て
切
り
、
箱
詰
め
し
ま

体
験
を
し
ま
し
た
。
炭
焼
き
釜
か
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
炭
は
学
校

ら
の
取
り
出
し
を
二
月
二
十
日
午
行
事
で
使
用
し
た
り
し
て
い
ま
す

後
行
い
ま
し
た
。
原
木
は
ひ
じ
建
と
の
こ
と
で
し
た
。
松
田
校
長
先

か
ら
提
供
を
受
け
、

P
T
A
の
方
生
に
よ
る
と
、
昔
は
、
日
常
生
活

に
大
き
な
木
を
ひ
い
て
も
ら
い
、
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
体
験

二
年
生
が
釜
の
中
に
原
木
を
入
れ
、
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
は
生

火
入
れ
を
昨
年
の
十
二
月
十
二
日
活
が
豊
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ

に
行
い
ま
し
た
。
先
生
と
三
年
生
う
い
っ
た
体
験
が
少
な
く
な
っ
て

男
子
生
徒
が
釜
の
入
口
の
レ
ソ
ガ
し
ま
い
ま
し
た
。
学
校
行
事
の
中

を
取
り
除
き
、
炭
が
現
れ
ま
し
た
。
で
と
り
入
れ
な
か
っ
た
ら
体
験
が

釜
の
中
か
ら
炭
を
先
生
が
と
り
出
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
炭
焼

し
、
生
徒
が
運
搬
、
袋
詰
め
を
行
き
に
は
全
校
生
徒
が
何
ら
か
の
形

い
ま
し
た
。
女
子
も
袋
詰
め
を
手
で
参
加
し
て
い
ま
す
。
と
語
っ
て

伝
い
ま
し
た
。
出
来
栄
え
は
上
々
お
ら
れ
ま
し
た
。

り
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•

さ

面
つ
リ
は
し
よ
り

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
講
習
会
を
三
月
二

日
（
日
）
高
砂
の
町
民
運
動
場
で
開
催

し
ま
し
た
。
講
師
は
、
伊
予
銀
行
元

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
の
宮
崎
さ
ん
と
松

山
倶
楽
部
の
方
々
に
お
願
い
し
ま
し

た
。
町
内
よ
り
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
等
か
ら
二
十
一
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
内
容
は
、
ウ
イ
ソ
ド
ミ
ル
投
法

の
実
技
演
習
、
内
外
野
の
守
備
連
携
、

バ
ッ
テ
ィ
ソ
グ
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

ウ
イ
ソ
ド
ミ
ル
投
法
が
き
ち
ん
と
身

に
つ
く
に
は
、
三
か
月
か
ら
六
か
月

か
か
り
ま
す
。
自
分
に
合
っ
た
投
法

を
み
つ
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
守

備
に
お
い
て
も
、
条
件
に
合
わ
せ
て

動
く
こ
と
が
重
要
で
す
と
話
さ
れ
ま

し
た
。

音
一
日
が
朝
の
チ
ャ
イ
ム
で
始
動
す
る

音
を
聞
く
耳
に
感
謝
の
毎
日
を

小
春
日
に
窓
の
布
団
を
た
た
く
音

朝
帰
り
音
忍
ば
せ
て
ド
ア
を
開
け

ビ
ア
ノ
弾
く
音
譜
は
孫
に
教
え
ら
れ

音
痴
に
も
マ
イ
ク
が
回
る
バ
ス
旅
行

戸
を
閉
め
る
音
で
腹
立
ち
よ
く
分
か
リ

ラ
ー
メ
ン
を
す
す
る
音
に
も
お
人
柄

目
覚
ま
し
の
音
止
め
し
ば
し
う
つ
ろ
寝

る

基礎練習を実施

参
加
者
の
人
た
ち
は
、
約
四
時
間
、

講
師
の
方
に
み
っ
ち
り
指
導
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

苦

手

ラ
イ
バ
ル
の
前
で
苦
手
は
口
に
せ
ぬ

苦
手
ご
と
人
に
言
わ
れ
て
苦
笑
い

苦
手
だ
が
や
っ
ば
リ
賀
状
筆
で
書
く

妻
の
風
邪
苦
手
の
炊
事
や
っ
て
み
る

私
に
は
苦
手
な
こ
と
が
多
す
ぎ
る

挨
拶
は
苦
手
お
喋
リ
大
の
好
き

人
前
に
出
る
の
は
苦
手
歌
は
好
き

苦
手
だ
と
言
つ
が
ま
こ
と
の
大
音
痴

朝
起
き
が
苦
手
布
団
が
離
せ
な
い

そ
れ
苦
手
言
い
つ
つ
そ
ば
で
口
を
出
す

爺
様
の
正
座
と
説
教
苦
手
だ
な

苦
手
で
も
断
リ
き
れ
ぬ
ま
わ
リ
役

苦
手
だ
と
言
い
つ
つ
祝
辞
長
文
句

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
技
術
向
上
の
た
め
に

河
鹿
集
よ
り

誰
に
で
も
優
し
き
言
葉
梅
ふ
ふ
む

六
地
蔵
揃
い
の
胸
か
け
春
隣
リ

出
初
式
若
人
の
肩
に
雪
積
も
る

日
脚
伸
ぶ
一
日
十
歩
進
む
ご
と

し
ん
し
ん
と
湖
に
入
リ
行
く
牡
丹
雪

水
鳥
の
岸
よ
リ
遥
か
湖
の
上

湯
豆
腐
を
一
冷
ま
し
す
る
つ
夫
の
癖

鴨
の
陣
中
の
一
羽
が
飛
び
に
け
リ

節
分
の
鬼
も
一
緒
に
豆
拾
ふ

そ
よ
風
に
梅
散
リ
そ
め
て
音
の
な
く

寒
泳
の
古
式
泳
法
音
た
て
づ

声
た
て
て
鴨
の
飛
び
た
つ
朝
の
湖

山
門
の
太
き
わ
ら
じ
や
残
リ
雪

春
の
風
邪
治
療
を
受
け
る
程
で
な
く

石
楠
花
集
よ
り

日
当
リ
に
出
で
し
よ
ろ
こ
び
春
の
水

笹
鳴
や
里
の
灯
と
も
る
頃
ま
で
も

椿
落
ち
小
枝
の
し
ば
し
揺
れ
て
を
リ

剪
定
や
男
ま
さ
リ
の
ほ
ほ
冠

バ
ー
ゲ
ン
の
卵
の
割
れ
て
春
寒
し

山
の
子
の
元
気
な
挨
拶
四
温
晴

山
の
湯
に
テ
レ
ビ
タ
レ
ン
ト
蕗
の
養

す
ぐ
そ
こ
の
母
屋
が
遠
し
雪
を
掃
＜

雪
中
の
号
令
走
る
出
初
式

瀬
戸
の
海
ま
ぶ
し
菜
の
花
明
か
リ
か
な

雪
山
と
な
リ
眼
前
に
登
え
け
リ

ミ
ラ
ノ
よ
リ
ロ
ー
マ
ヘ
着
き
し
冬
の
霧

旧
正
月
忘
れ
て
ゐ
た
る
畑
仕
事

庭
梅
に
よ
く
来
る
目
白
番
か
と

五
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1
ー
！
ー
ー
レ

え
し
、
先
月
号
で
は
A
S
U
K
A

S

M

a

c

h

i

n

e
大
特
集
で

「
今
年
は
非
常
に
雪
が
多
い
ぞ
！
」
な

ど
と
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
、
異
常
な

暖
か
さ
で
雪
道
の
心
配
は
ほ
と
ん
ど

無
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
三
寒

四
温
と
言
う
言
葉
の
と
お
り
油
断
は

禁
物
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
面
倒
臭
い

チ
ェ
ー
ン
の
お
世
話
に
な
る
事
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
「
チ
ェ
ー
ン
、

カ
ム
バ
ッ
ク
！
」

さ
て
、
我
々
青
年
団
は
春
が
見
え

隠
れ
す
る
こ
の
時
期
に
国
内
研
修
旅

行
に
行
っ
て
参
り
ま
し
た
。
昨
年
同

様
に
ス
キ
ー
の
研
修
を
兼
ね
て
い
ま

し
た
が
、
雪
は
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う

¥

o

 

ヵ
青年団だより

s
 
u
 
k
 

ヽ
'- lノ ( ~A ； 

今
回
の
研
修
旅
行
は
、
鳥
取
県
大

山
町
で

ス
キ
ー
の
研
修
、
広
島
県
宮

島
町
厳
島
神
社
で
文
化
遺
産
の
見
学

を
計
画
し
ま
し
た
。
メ
ソ
バ
ー
は
八

名
、
乗
用
車
二
台
。
ス
キ
ー
の
経
験

は
参
加
者
全
員
あ
る
と
言
う
事
で
、

今
回
は
現
地
の
青
年
団
の
方
に
指
導

し
て
頂
き
、
少
し
で
も
上
達
す
る
事

が
目
的
で
す
。

0
三
月
七
日
（
金
）
午
後
九
時

肱
川
町
公
民
館
を
出
発

ぅ
ー
ん
、
暖
か
い
、
非
常
に
暖
か
い
。

我
々
は
、
最
近
開
通
し
た
松
山
自
動

車
道
の
伊
予
イ
ソ
タ
ー
チ
ェ
ソ
ジ
よ

り
鳥
取
県
へ
向
か
い
ま
し
た
。
さ
て
、

伊
予
ー
川
内
間
の
高
速
道
路
を
初
め

て
走
っ
た
訳
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
た
所
が
ご
ざ
い
ま
す
。
何
と
道

が
真
っ
暗
で
、
ラ
ソ
プ
が
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。
高
速
道
路
と

言
え
ば
、
何
メ
ー
ト
ル
か
置

ぎ
に
オ
レ
ソ
ジ
色
の
ラ
ソ
プ

が
煙
煽
と
輝
い
て
い
る
の
を

連
想
す
る
の
で
す
が
：
．
o

さ
て
、
瀕
戸
大
橋
を
通
過

し
無
事
に
本
州
へ
や
っ
て
参

り
ま
し
た
。
こ
れ
よ
り
高
速

道
路
を
降
り
て
、
一
般
道
を

通
っ
て
鳥
取
県
へ
向
か
い
ま

す
。
残
念
な
こ
と
に
こ
の
研

修
が
一
週
間
後
で
あ
れ
ば
、

中
国
横
断
自
動
車
道
岡
山
米

子
線
を
通
っ
て
目
的
地
ま
で

も
っ
と
早
く
行
け
た
の
で
す

4

、
o

力
：
・さ

す
が
に
本
州
は
滅
多
に

g 

,i 
現地の青年団員の皆さんと一緒に！

走
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
道
に
迷
い

そ
う
で
す
が
、
先
月
号
で
特
集
し
た

カ
ー
ナ
ビ
装
着
車
で
し
た
の
で
全
然

心
配
が
い
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

突
然
、
後
続
車
よ
り
ト
ラ
ソ
シ
ー

バ
ー
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
入
っ
て
ぎ
ま

し
た
。
「
や
ば
い
、
ガ
ソ
リ
ソ
が
な

い
。
」
と
の
事
、
「
あ
？
、
こ
ら
え
て

ゃ
ー
」
な
ど
と
言
っ
て
い
る
場
合
で

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
早
速
カ
ー
ナ
ビ

で
、
”
最
寄
り
の
施
設
“
モ
ー
ド
で

ガ
ソ
リ
ソ
ス
タ
ソ
ド
を
検
索
。
四
百

メ
ー
ト
ル
先
に
発
見
。
直
行
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
時
刻
は
午
前
二
時
。

二
十
四
時
間
営
業
の
ス
タ
ソ
ド
で
は

ご
ざ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
言
う
事

で
、
朝
ま
で
こ
の
辺
で
仮
眠
を
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
（
現
在
、

岡
山
県
新
見
市
）

0
ハ
日
（
土
）
快
晴
、
転
ん

で
、
転
ん
で
お
尻
は
…
。

無
事
に
給
油
を
終
え
、
一
路
大
山

国
際
ス
キ
ー
場
に
向
か
っ
た
。
気
橿

は
九
度
。
景
色
は
雪
な
の
に
暖
か
い
、

と
い
う
よ
り
暑
い
。
（
な
ぜ
な
ら
強

い
陽
射
と
寒
さ
を
恐
れ
て
の
厚
着
、

更
に
駐
車
場
か
ら
ス
キ
ー
を
担
い
で

三
十
分
も
山
道
を
歩
い
た
。
）
早
速
、

ス
キ
ー
で
ご
ざ
い
ま
す
。
現
地
の
青

年
団
に
指
導
を
受
け
る
た
め

ニ
ー
三

人
の
組
に
分
か
れ
個
人
レ
ッ
ス
ソ
に

励
み
ま
し
た
。
気
温
が
高
い
せ
い
で
、

雪
質
は
か
き
氷
に
シ

ロ
ッ
プ
を
か
け
、

ス
プ

ー
ソ
で
ザ
ク
ザ
ク
と
か
き
回
し

た
状
態
で
し
た
。
そ
ん
な
地
面
で
転

び
ま
す
と
非
常
に
冷
た
い
で
す
。
私

は
何
十
回
と
転
倒
を
繰
り
返
し
た
末
、

手
袋
は
ず
ぶ
濡
れ
、
ま
る
で
濡
れ
雑

巾
を
握

っ
て
い
る
様
で
ご
ざ
い
ま
し

た
。
夕
方
ま
で
び
っ
ち
り
と
レ
ッ
ス

ソ
を
受
け
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
に
上
達
し

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
皆
様
、

身
体
中
が
痛
く
て
堪
ら
な
か
っ
た
様

で
す
。
夜
の
現
地
の
青
年
団
と
の
交

流
会
で
は
ビ
ー
ル
や
ワ
イ
ソ
を
た
ら

ふ
く
や
っ
た
よ
う
な
気
が
し
た
事
は

事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。

0
さ
す
が
日
本
三
景
、
厳
島
。
あ

S

カ
キ
が
旨
か
っ
た
。

楽
し
い
大
山
で
の
ス
キ
ー
研
修
と

現
地
の
青
年
と
の
交
流
会
を
後
に
、

我
々
は
広
島
県
宮
島
町
厳
島
に
向
か

い
ま
し
た
。
厳
島
は
有
名
な
海
に
浮

か
ぶ
鳥
居
の
厳
島
神
社
が
あ
り
、
現

在
N
H
K
の
大
河
ド
ラ
マ
「
毛
利
元

就
」
の
舞
台
で
も
あ
り
ま
す
。
私
も

子
供
の
頃
に
こ
の
地
へ
訪
れ
ま
し
た

が
物
心
つ
い
た
今
、
改
め
て
観
る
と

美
し
さ
の
み
な
ら
ず
、
当
時
の
建
物

作
り
の
素
晴
ら
し
さ
に
絶
句
で
ご
ざ

い
ま
す
。

そ
う
し
て
お
り
ま
す
と
お
腹
の
虫

も
泣
き
始
め
た
よ
う
で
、
広
島
名
物

お
好
み
焼
ぎ
を
食
べ
る
事
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
こ
の
お
好
み
焼
ぎ

屋
は
お
客
が
い
っ
ぱ
い
で
あ
り
着
け

る
事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
い

う
訳
で
、
こ
れ
ま
た
広
島
名
物
で
す

が
カ
キ
を
味
わ
う
事
に
し
ま
し
た
。

カ
キ
フ
ラ
イ
に
カ
キ
丼
、
カ
キ
焼
き

と
新
鮮
な
食
材
で
の
料
理
に
一
同
舌

鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

喜
編
集
あ
と
ば
な
し
心
》

私
は
参
加
者
の
取
材
が
目
的
で
し

た
が
人
一
倍
楽
し
ん
で
参
り
ま
し
た
。

さ
て
、
日
ご
ろ
よ
り
皆
様
方
の
青

年
団
の
ご
理
解
、
そ
し
て
補
助
等
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
様
に

素
晴
ら
し
い
研
修
が
で
き
た
事
を
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
研
修
参
加
者

一
同）

大山で日食を見た(3/9AM.08:45)
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月

⑮炒⑮営

の行事予定表

1 肱川町防災の日 10 中野幼稚園入園式

7 行政相談 16 農業委員会

7 • 21 心配ごと相談 21 定例部落長会

8 町内各小学校（幼稚園）入学式 24 ゲートボール大会， 肱川中学校入学式 30 税金等出張受入れ， 肱川分校入学式

3 /30,...____,4 /29 鹿野川しゃくなげまつり 4 / 6,..._,__,15 春の全国交通安全運動

4月の日曜・祝日当直医

日 当 直 医 電 話

6 日
成 田 医 院 47- 0061 

（大 瀬）

（日）
大野内科医院 2 4 - 6 8 0 0 

（片 原 町）

13日
士居内科 ・外科医院 44- 5521 

（五 十 崎）

（日）
村上外科医院 24- 2262 

（片 原 町）

20日 藤 本 医 院 44- 2561 
（五 十 崎 ）

（日）
岡本耳鼻科医院 24 - 3752 

（本 町）

27日 植 木 医 院 44- 2215 
（五 十 崎）

（日）
祖 母 井 医 院 24- 3756 

（中 村）

29日 高 橋 医 院 44- 2010 
（五 十 崎）

（火）
沢井 耳鼻科医院 24-2510 

（ 中 村 ） 

※変更になる場合がありますので、前もって連絡して
からお出かけください。

救 急 病

院

曜 日 病 院 名 電 話

月・火
市立大沙l｛病院

24- 2151 
（大洲市 西 大 洲 ）

水
加 戸 病 院

24-5101 
（大洲市若宮）

木～日
大、洲 中央病院

24- 4551 
（大洲 市 東 大 洲 ）

◎
心
配
ご
と
相
談

▽

時

午

後

1
時
30
分

ー

4
時

30
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

▽
場

所

◎
社
会
保
険
＿
日
（
出
張
）
相
談

相

談

日

場

所

大
洲
商
工
会
議
所

4
月
4
日
（
金
）

4
月

22
日
（
火
）

内

子

町

商

工

会

4
月

7
日
（
月
）

4
月

23
日
（
水
）

4
月
2
旦
水
）
＿
保
健
セ
ン
タ
ー
一
午
前
9
時

i

日

程

一

場

所

一

時

間
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森

兵

頭

猪

三

雄

さ

ん

(97
歳）

中

居

谷

沖

浦

重

美

さ

ん

(88
歳）

共

栄

蔵

田

武

文

さ

ん

(84
歳）

i
口
:
国
i
m

間

4
月
7
日
口
月
）

午
後
1
時

30
分

?
4
時
30
分

肱
川
町
公
民
館

二
階
青
年
室

相

談

員

福

田

保

委

員

※
自
宅
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

6

三
四
ー
ニ
五

0
八

◎
元
気
印
教
室

時

間

＿午後
1
時
30
分

t
3時

4
月
4
日（金）
＿保
健
セ
ソ
タ
ー

日

程

場

所

▽
場

所

◎
行
政
相
談

▽

日

時

◎
う
き
う
き
ク
ラ
ブ

行

先

時

河

辺

村

一

午

前

ふ
る
さ
と
公
図

9
時

3
0
分
ー

4
月
11
旦
金
）
一

日

程

間

担
当
相
談
員

一
福

田

閑

玉

井

清

4
月

7
日
二
月
）

上

甲

勝

山

下

博

4
月

21
日
（
月

◎
幼
児
教
室 日。

C
I臼

相

炎
ニ―

-n

日

▽
日

時

◎
子
宮
が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診

ーー
日

程

一

場

所

一

時

問

4

月
認
日
（
月
）
保
健
セ
ン
タ
ー
午
慣

2
亨

時
午

前
9
時

3
0
分
ー

4
月
15
日
（
火
）
保
健
セ
ン
タ
ー

4

月
25
日
（
金
）
肱
川
町
公
民
館
午
前
10
時
？

◎
4
月
の
不
燃
物
収
集

▽
収
集
日

4
月
15
日
（
火
）
か
ら

（
出
す
の
は
4
月
14
日
中
に
）

▽
収
集
地
区

上
森
山
・
八
重
栗
・
正
山
地
区
・
見

の
越
・
月
野
尾
・
京
造
・
鹿
野
川

・

中
野
・
岩
谷
・
予
子
林

◎
不
用
犬
の
引
取
り

4
月
8
日
（
火
）

午
前
9
時
ま
で
に

▽

場

所

保

健

セ

ソ

タ

ー

※
登
録
し
て
あ
る
犬
を
出
さ
れ
る
場

合
は
、
印
鑑
・
鑑
札
・
予
防
注
射
済

票
を
持
っ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

訂

正
二
月
号
の
「
お
知
ら
せ
」
欄
で
、
出

生
の
「
和
氣
千
絋
」
ち
ゃ
ん
は
、
「
和

氣
千
紘
」
ち
ゃ
ん
の
誤
り
で
す
。

お
わ
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

＿
午
後
1
時
30
分

ー

2
時

保
健
セ
ソ
タ
ー

場

所

一

時

間

◎
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
・

B
C
G
予
防
接
種

日

程

場

所

間

◎
リ
ハ
ビ
リ
教
室


